
池田地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

401 補助金 401

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

池田地域コミュニティ推進協議会の活動内
容や、地域の身近なニュースなどを地域住
民にPRするため、平成20年度から継続事業
としてコミュニティ紙（「コミュニティ通
信・いけだ」A3版）を年３回全戸配布す
る。

地域の全世帯(6.800部）だけでなく公共施
設(200部）をも対象に加え、1回当たり計
7.000部に増刷し、8月1日（第15号）、12
月1日(第16号）、平成25年4月1日(第17
号）の計3回、全冊カラー版として発行
し、池田市広報紙に織り込んだ。

平成24年度の記事掲載からは、より市民目
線に近づけることを重視し、ニュース、
ソースを集めた。更に目に留めやすくする
という意図で、全冊カラー版を発行してい
る。
第15号では「がんがら火特集」を、第16号
では校区内でコミュニティ活動行う「学生
特集」を、第17号では装い新たになった
「池田小学校校舎・阪急文庫側溝」の特集
を組んだ。又、双方向を重視する意図で、
「町会、自治会便り」をとりいれたが大変
好評を得ている。

より多くの方々に関心がもたれるように、
ニュースソース並びに紙面のさらなる刷新
を含めて積極的に取り組んでいきたいと考
えている。地域住民約6.800世帯から注目
を浴びる紙面作りを目指したい。

カラー版を発行する
など毎年度工夫して
いることはもとよ
り、内容についても
常に工夫が見受けら
れる。今後も紙面づ
くりの創意工夫に勤
めて欲しい。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域掲示板設置事業 1,040 修繕料 1,040
地域内の統一した掲示板に取り
替える。情報の伝達とまちの美
化につなげる。

平成20年の事業計画時には、校区内に大小
あわせ30箇所を計画し、その後平成20年度
から平成23年度の4年間で、26箇所の設置
を終え、ほぼ計画通りの進捗状況にある。

平成24年度は取替え・移動・新設6箇所を
計画し、計画通り設置を終えた.
綾羽２　五月山派出所上
栄本町　託明寺前栄本町公園入口
城山町　逸翁美術館北側
栄町　　駅前てるてる広場西側
城南３　ザ・ライオンズマンション西側
城南　　光明公園西側
以上6箇所に配置した。

新設や取替えで設置場所が増えたことも有
り、コミュニティ関係掲示物や公共広報掲
示物が注目され、掲示版効果が評価される
ようになった。池田地域コミュニティ推進
協議会名が明示されていることも有って、
当協議会の事業活動としても評価を受けて
いる。

平成20年度から始めたこの事業も、今年度
で当初の計画通り32箇所総てに設置を終え
たので、本事業は終了とする。
今後の課題として、破損等によるメンテナ
ンス、リニューアルが必要とされるが、そ
の対応が求められる事になる。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

池田地域コミュニ
ティ推進協議会事務
所運営推進事業

580 補助金 580

協議会の事務所に専任の事務職
員を置き、作業や外部からの通
信、来訪等に対応し、活動の円
滑化を推進する。

協議会内の各部会と部会内部等の密接な連
携を図ることができなかったため、連絡等
が漏れ伝わることがあり不手際が目立った
ことがあった。

事務所を開設していただいたため、上記に
関する事務処理及び連絡等々がスムーズに
実施されるようになりました。(主に電
話、FAX、メール等々またはホームページ
による活動状況等にも大いに利用されてい
る)事務員の配備により特に小さな絵本館
との連絡も密になって喜ばれている。

小さな絵本館をホームページに転載したお
かげで、パートによる読み聞かせ人員の募
集にも大いに貢献したりして重宝しており
ます。
コミュニティ及び各自治会による行事もＨ
Ｐに掲載しているので、自治会の方々にも
利用されているようです。

今後、将来に向け、少しでも活動できる人
材を確保するのに苦慮している状況は、各
校区にも言えることであるが、各校区とも
連携をさらに深めることが必要でもあると
思われます。

拠点事務所を設置し
たことにより、今後
の協議会活動が活発
化することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域自主防災体制強
化事業

1,800
器具費 1,500
補助金 300

新設自主防犯・防災組織2団体
への資機材配備及び自主防災・
防犯組織を中心とした合同防災
訓練を実施することにより防災
体制の強化を図る。

校区内18町会・自治会のうち8自主防災会
(対象町会・自治会数は10)が組織化・設立
され、6自主防災会への資機材配備が完
了。

１．今年度新たに2自主防災会(槻木町・上
２)に、１次資機材配備を行った。
２．10自主防災会参加の合同防災訓練の実
施

校区合同防災訓練等に依り、未結成町会・
自治会に好影響を及ぼし、新たに3自主防災
会(綾羽町・新町・城山町)が立ち上げられ
た。

１．未設立町会、自治会にはそれぞれ事情
があると考えられるので、設立への働き掛
け、関与の度合いが難しい。
・機運の盛上げ・単独での設立・既隣接組
織との合併等に対しては提案はすべきと思
うが。
２．全自主防災会の仲間うち的な連絡会を
立ち上げていただく。
・次年度の合同防災訓練は、自主防災会主
催での実施を目標とする。

池田小学校区の自主
防災組織が合同で防
災訓練を実施するな
ど、地域の防災活動
大きく貢献したこと
を評価する。万が一
災害が発生した時に
有効活用できること
などを期待する。

危機管理課
安全防災事業費

地域防犯推進事業 300 補助金 300

地域住民の安全安心な生活を確
保するため、専門家による具体
的な保身術の講習会を開催す
る。

校区内住民を対象に年１回の講演会を実施
したが参加者が非常に少なく、所期の目的
を達することが出来なかった。

地域分散での実施を試みる。
保健福祉総合センター
槻木町会館
コミュニティーセンター

交通安全運転講習会には時間設定が幸いし
たのか150余名の参加をみた。
スライドを中心にした構成であったので、
全員が良く理解できた。子どもたちも事故
の恐ろしさがよく分かった、怖かったとの
感想もあった。

関係部署の勤務の状況から住民集まりやす
い曜日・時間帯の関係が難しい。分散開催
は一考の必要あり。

「交通安全」という
身近な危険を取り上
げた防犯講習会を開
催したことにより、
地域の防犯活動等の
強化に繋がっている
と評価する。

危機管理課
安全防災事業費

マイタウンプロジェ
クト(M T P）フェス
ティバル実施事業

350 補助金 350

中学校関係者が中心となって進
める住民交流の事業を支援す
る。MTPは春と秋の２回、地域
の子どもから大人までが楽しめ
る催しを開催する。

開催のチラシ等の配布が学校関係でしか出
来なかった為、校区全域に行き渡らなかっ
たので地域の方々の参加が少なかった。

校区全域に開催チラシ配布が出来、フェス
ティバルを盛り上げれる様になった。

フエスティバルの知名度が上がり、活動を
応援して下さる方が増えた事で、このフェ
スティバルがＭＴＰも地域との繋がりを大
事にしている活動である事をアピール出来
ました。

規模を広げたり、派手にする事よりも地域
の皆が楽しみに出来るふれあいの場であっ
たり、池中の卒業生も集まってきて地域の
方々との再会を懐かしめるような場になる
よう、次世代にもつないでいけるような土
台をしっかりつくらなければいけないかと
思います。また、コミュニティの事業提案
を来年度の各学校の行事が決まる前にしな
くてはならない為、当初の思惑から変わる
場合があるので、今後はフェスティバルに
限定せずに活動を支援する事業提案にする
のがベターではないかと考えられます。

地域コミュニティの
核となるイベントと
して、今後更なる交
流の場となることに
期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

事　業　名
予算額（千円）

概      要 市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
市の総合評価



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

「ちいさな絵本館」
推進事業

1,481 補助金 1,481

絵本の読み聞かせを通して地域
住民の世代間交流の場を推進す
る。事業の拡充を進めるに当
り、スタッフを募集する。絵本
に関するセミナー等を定期的に
実施し、利用者間の交流を積極
的に推進する。

２階の改修工事も完了し、H22年９月開館
以降初めて通年開館が出来る状態になっ
た。

１．備品の配備・インターネット加入等、
会館運営に必要最低限の設備は調えられ
た。
２．蔵書増冊に予算配分をしてきたので、
蔵書数は1944冊になった。
３．パソコン導入・インターネット加入で
管理業務・事務連絡等が効率的になった。

１．清潔感のある空間として、利用者に喜
んでもらっている。
２．絵本は新品が多いこと、古本でも状態
の良い本を蔵書していることが来館者に好
印象を与えている。(補修もすぐに対応して
いるので）
３．図書館には幼児は連れて行きにくい
が、当館は幼児連れがおおいので、多少の
騒がしさにも理解があって利用しやすいと
の声が多い。
４．来館者の知らないような絵本があって
喜んでもらっている。
５．来館者の絵本探しに対応することがで
きている。(ボランティアスタッフの努力に
よる。）
６．来館者のブログで、ほっこりして楽し
い空間であることを紹介していただけた。
７．来館者数3526人(保護者1538人・中学
生18人・小学生344人・幼稚園児409人・乳
幼児947人)
８．貸出し3000冊超。

１．市内在住の形でも、絵本館を知らない
人が多いので、周知に工夫が必要と考え
る。
２．大人の方が一人でも気楽に利用しても
らえる空間作りも考えなくてはいけないの
かな？
３．小学校にあがると途端に絵本館から離
れてしまう傾向が見られる。小学生向けの
蔵書も数多くあるので、小学生と絵本館と
のつながりをもう少し強くしていける方法
を考えていきたい。

地域に根付いた活動
となってきた。絵本
を通じて、身近な場
所で身近な人と過ご
せる空間は将来の子
ども達の読書力につ
ながり、また親に
とっても地域の人た
ちと子育てを一緒に
楽しむことができる
場である。

子育て支援課
保健福祉事業費

福祉さくらまつり支
援事業

50 補助金 50
障がい者団体等の活動を紹介す
る。また、障害者と地域健常者
の協働作業を支援する。

公園外を警備するガードマン費用の負担を
市より求められましたが、参加団体・事業
所の負担が多く、参加を躊躇する団体もあ
りました。

補助を受けることで、参加団体、事業所の
負担が軽減されました。

障がい者団体・事業所、その他が五月山公
園で、桜見物の地域住民や観光客へのイベ
ント(模擬店・ステージ等）を行いました。
・障がい者理解に対する啓発活動も兼ねて
下記の障がい者関係団体は団体・施設紹介
のパネル展示、チラシを配布しました。
※参加団体・事業所(障がい者関係）
池田市身体障害者福祉会、池田市手をつな
ぐ親の会、池田市身体不自由児(者)父母の
会、池田市精神障害者家族会てしま会、池
田市くすのき学園、東山作業所、アルパカ
工房、池田三恵園、こすもす

福祉さくらまつりは、天候・桜の開花に人
出が左右される為、上記以外の出店参加を
募ることは難しいです。池田市が主催して
いたときより規模は縮小していますが、地
域の方々には恒例イベントとして認識して
いただけてる為、今後も継続実施していけ
るよう努力いたします。

補助金により警備費
用等の負担が軽減さ
れ、団体や事業所が
参加し易くなり、障
がい者の社会参加と
啓発活動の促進に寄
与した。

障害福祉課
保険福祉事業費

道路安全対策事業 874 請負費 874
学童及び一般歩行者の安全確保
を目的とし歩道改善工事を実施
する。

池田市栄本町3－2　阪急バス停留所前側溝
に東西16メートル幅0.35メートル深さ0.4
メートルの開口部があり、学童の通学時・
一般人の通行・バスの乗降客に踏み外し転
倒の危険性あり

未執行
・関係者の了解が得られなかった為

池小地域懇談会で複数年にわたり通学路危
険箇所として指定されていたが、解決をみ
ないので、当協議会で取り上げましたが、
民との接衝に於いて行政サイドのフォロー
が原則なしという状況下では、今後類似案
件の協議会での取り扱いは慎重にならざる
を得ない。

道路課
土木事業費

道路整備事業 2,000 請負費 2,000

池田文庫東側道路の側溝を整備
して安全確保を図るとともに池
田文庫・逸翁美術館・城址公園
等を訪れる来街者に街区の美観
環境を伴う整備を行う。

生活住環境道路でありまた通学路であるな
かで、一般車両・自家用車の往来が多くか
つ対向車両もあり歩行者の妨げになってい
た。
近隣住民の方もクレームが多々あり、自治
会長、当協議会にもクレームが入っており
ました。

道路幅員が約20～30cm拡幅できた関係で、
歩行者および車両の往来がスムーズになっ
た。
問題個所が改善されたことにより住民の
方々の反応は良かったとのことですが、反
対車線のほうも善後策を考えていただきた
いとの思いがあるようです。

事業前住民が車両の往来で、側溝に足を踏
み外し足を痛めたことがなくなり、また車
両の落輪がなくなったことは大きな収穫で
あった。

反対車線の対応と、近隣住民および通行者
の認識が一致した顕著な案件であったよう
に思いますが、今後は地域コミュニティで
賄える案件と行政サイドで取り扱う案件か
吟味する必要があると思われます。

道路側溝を活用する
事により、道路幅員
を有効に確保でき
た。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

330 行事報償金 330

校区実行委員会が主となり毎
年、小学校運動場を会場にコ
ミュニケーションの拡充とス
ポーツ意識の向上に伴う健康づ
くりを目指す。

町別対抗がなかったので盛り上がりがな
かった

町別対抗戦で、町会の力強い応援が各町で
わき上がり、盛り上がった。特に「青竹は
こび」「町別対抗リレー」「ブロック別対
抗リレー」「年代別リレー」でした。
参加者1.200名余

運動会を通じて、各町の方々のまじわり・
スポーツの良さを知っていただいた。

スポーツを通じて、人間同志の助け合い・
日頃の運動不足を解消していただきたい。
町会・子供会に入っていない人も参加出来
る様なプログラムを考えていきたい。

池小が耐震工事のた
め２年連続で池中で
の開催となった。ス
ポーツ推進委員が中
心となり実行委員会
を組織し開催する。
多くの住民が参加し
交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

計 事業提案限度額　9,306千円9,306

各自治会、自主防災
組織及び協議会内の
部会で評価し、協議
会役員会で最終照査
をしてまとめる。

計画的に自主防災組
織を立ち上げるべく
関与していることを
評価する。今後も引
き続き体制を強化さ
れるとともに、合同
防災訓練の開催やち
いさな絵本館の運営
なども続けられた

い。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

細河地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

290 補助金 290

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

細河地域コミュニティ推進協議会の活動内
容や、地域の身近なニュースなどを地域住
民にPRするため、継続事業としてコミュニ
ティ紙「細河地域コミュニティニュース」
を年２回地域に全戸配布する。

全体的に、コミュニティの事業内容や地域
の情報を中心に、より分かりやすく、記事
内容の充実に努めた。

コミュニティ事業などの紹介で、より多く
の人々の目を引くようになった。
地域の情報など多数取材し、写真入でのコ
ミュニティ誌を作り、地域に啓発できた。

活動ＰＲが足りない。
地域住民とのコミュニケーションが必要で
ある。
協議会の広報活動もより一層充実させ、活
用される様に努めていく。

コミュニティ誌の発
行が、協議会活動の
向上に起用している
と感じる。今後も地
域分権の認知度向上
に寄与していただき
たい。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

細河ホームページ作
成事業

90 補助金 90
地域の観光資源等の最新情報を
更新し、ホームページを通して
地域の魅力を発信する。

細河地域コミュニティ推進協議会の活動内
容や、観光資源等の最新情報を更新し、地
域住民にPRするため、継続事業として月１
回更新する。

細河地域コミュニティ推進協議会の活動内
容や、観光資源等の最新情報を更新し、全
体的により分かりやすく、内容の充実に努
めた。

コミュニティ事業などの紹介で、より多く
の人々の目を引くようになった。
地域の情報など多数更新し、地域また世界
に啓発できた。

協議会の広報活動をより一層充実させ、活
用される様に努めていき、ますますの情報
発信を進めていかなければならない。

ホームページを開設
したことに伴い、細
河地域コミュニティ
推進協議会の活動が
全国に認知されつつ
あると感じている。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

細河ふれあい観光推
進事業

770 補助金 770

細河の自然環境や地場産業等を
活用し、地域の活性化と、コ
ミュニティ意識の高揚を図る。
ほそかわフェアイベント、ハイ
キングマップ作成、四季写真コ
ンテストのポストカード作成な
ど一連の観光事業を総合的に行
う。

池田市民でも細河に来た事がなく、植木産
業の歴史ある産地であることを知らない市
民が多い。こんな近くに自然豊かなところ
がある事をPRしよう。

池田市民でも細河に来た事がない人や、植
木産業の歴史ある産地であることを知って
頂き、こんな近くに自然豊かなところがあ
る事をPRできた。

あいにくの雨天で細河の魅力を満喫とはい
かなかったが、関大生の企画で若い人が多
く参加してくれた。

今までは細河全体を知ってもらう企画をし
ていましたが、本当に細河の魅力に魅力を
感じる方に絞って、植木畑の季節の変化、
植木の管理、田植え稲刈り、天日干し、ホ
タルの乱舞、野鳥の声、等をアピールして
いきたい。

細河という自然豊か
な地域の特色を有効
に活用した事業とい
える。今後も細河を
もっとＰＲしていけ
るよう期待したい。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

細河祭り運営事業 200 補助金 200

地域の活性化とコミュニティ意
識の高揚を図るため地域住民が
細河祭り運営事業を総合的に行
う。

歴史ある細河まつり。今年は２９回目を迎
えた。

歴史ある細河まつりを２９回も終えること
ができ、地域全体のコミュニケーションが
図れた。

毎年の事ですが、小学校卒業生や嫁いだ娘
さんも里帰りして盛大に開催。余野川の魚
つかみ大会は好評でした。

２７年度からの小、中一貫

地域の交流に寄与し
ている。今後も、更
なるコミュニティの
発展に期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

地域内メロディチャ
イム復興事業

210 修繕料 210
地場産業の従事者から強い要望
があり、既存のメロディチャイ
ムを復興する。

壊れたまま放置されている。
午前１１時と午後４時のメロディチャイム
は懐かしく細河全体に響き好評で、細河中
に響いています。

午前１１時と午後４時のメロディチャイム
は懐かしく細河全体に響き好評です。

時間的には迷惑になることなく、故障がお
きてもすぐにメンテしていきたい。

地域への愛着が高ま
ると思われる。

地域活性課
地域活性化事業費

細河地域活性推進事
業

2,500 補助金 2,500

細河の自然環境や地場産業等を
活用し、地域の活性化と、コ
ミュニティ意識の高揚を図るた
め、｢みどりの郷」観光案内所
の運営、散策路整備及び地域特
産品の朝市販売等一連の事業を
総合的に行う。

①元細河消防署分団の建て替え廃棄された
建物を協議会事務所にリフォームして活用
した。場所的には中川原町で郵便局・JA・
園芸センター・小学校が隣接し正に細河の
中心地である。
②５台ほどの駐車スペースもあり集会場と
しては理想的な場所である。
③この場所を活用しないかとはむしろもっ
たいないのであります。

④毎週土曜日朝9：00～販売開始で客が殺
到しバーコードレジスター化のおかげで待
ち時間もすくなくなったが、朝一番に40～
50人が会計に並ぶ。レジ打ちスタッフを2
名と袋詰めスタッフ1名でさばく。
⑤レジスターを販売場所に移して作業する
が、夏の炎天下と冬場の寒冷時露天に設置
する事はコンピューター機械類には適せず
たびたびの故障が発生。

①みどりの郷は中川原町で郵便局・JA・園
芸センター・小学校が隣接し正に細河の中
心地でなる。
②５台ほどの駐車スペースもあり集会場と
しては理想的な場所になる。
③この場所を活用しないかとはむしろもっ
たいなかった。

④毎週土曜日朝9：00～販売開始で客が殺
到しバーコードレジスター化のおかげで待
ち時間もすくなくなったが、朝一番に40～
50人が会計に並ぶ。レジ打ちスタッフを2
名と袋詰めスタッフ1名で運営し好評であ
る。
⑤レジ待ち時間に野菜についてのレシピ交
換や生産者とお客さん同士でコミュニケー
ションが図れるようになる。

①朝市販売所でもあり、バス停も近く今年
度のクールステーションでは６３名もの人
がみどりの郷を休憩所として利用された。
②細河への散策者も徐々に増えたきた。
③地元の方も畑仕事の合間に立ち寄られコ
ミュニケーションを図る。
④グランドゴルフ場の申込受付
⑥固定客も増え、遠方からのお客も増え
た。食してきて新鮮さを確認し関東方面の
放射能汚染の野菜を孫に食べさせられない
と細河で買い求めてわざわざ宅急便で送っ
ているお客もあります。
⑦身体の都合悪い方には配達サービスも開
始
⑧レジ待ち時間に野菜についてのレシピ交
換も生産者とお客さん同士でコミュニケー
ションをとっている。

①みどりの郷がその役目を十分果たすに従
い、維持管理費が高騰する。冷暖房費・水
道光熱費・事務機械リース料・修繕費・設
備拡充費等
②常駐スタッフの人件費等
③細河は露地栽培のみでハウス栽培はあり
ません。従って正月から3月までは全く野
菜はありませんし、夏場はお盆明けは10月
までありません。
④1年を通じて商品をていきょうするに
は、仕入販売や加工品販売も考えお客の要
望にこたえなければなりません。
⑤そのために道の駅的な他所の販売店を見
学研修し、植木産業だけでなくそれも含め
た畑産業を考えねばならない。

観光案内所を運営
し、細河地域の窓口
としている。また、
朝市の開催による地
場産業の活性化や散
策路の整備による来
訪者の増加が期待で
きる。

地域活性課
地域活性化事業費

細河高齢者等配食
サービス事業

2,000
器具費　235
補助金　1,765

①細河地区の高齢者への週２回
(水・金)昼食弁当を申込者へ宅
配する事業
週２回といえども必ず本人在宅
確認を原則として話掛けてい
る。(安否確認）
②元細河幼稚園を配食センター
改修工事事業

①配食サービス事業も開始以来年数を経過
したので、受給者高齢者にも理解され順調
にコミュニケーションが取れるようになり
ました。配食製造スタッフ側も業務になれ
配達も順調になりました。現在の製造場所
が人権センターですので、９：００～１
２：００の週２日ですので時間的に少なく
能率よく行わなければなりません。
②初めての事で何かにつけて水道・ガス設
備の見積もりが予想しにくかった。老朽化
した建物で食品化工場に改修には予想外に
コストがかかった。

①配食サービス事業も開始以来年数を経過
したので、受給者高齢者にも理解され順調
にコミュニケーションが取れるようになり
ました。配食製造スタッフ側も業務になれ
配達も順調になりました。

①配食の短期間中止を避けるために、協議
会会員が、水道・ガス設備等の場所の草刈
り・整地等を積極的にしてもらい業者の施
工工事がスムーズに行われた。これが協議
会全体の団結力を高めた事もあります。結
果的に配食サービスも一日も休まず続けら
ました。
②快適な配食センターが落成し作業もしや
すく、従事するスタッフも５名から４名に
削減できました。間借りでなく専用セン
ターですので料理により早めに仕込むこと
も出来配食のメニューにも工夫が出来ま
す。

①折角の立派な設備も出来製造能力も高ま
りましたので、受注量を増やすため宣伝PR
し、伏尾台地区にも宣伝する。

旧細河幼稚園を配食
センターに改修した
ことにより製造能力
が高まり、平成24年
度は実対象者80名、
宅配給食総数5,209
食となった。高齢者
の見守りも兼ねてお
り、今後さらに重要
性が高くなる事業で
ある。

高齢介護課
保健福祉事業費

グランドゴルフ場ト
イレ設置事業

617 補助金 617

高齢者等の健康といきがいの増
進を図るため実施する。利用者
の要望を受けトイレ設置を行
う。

久安寺敷地をグランドゴルフ場に開墾。今
年度はトイレ設置設営と維持管理

久安寺敷地をグランドゴルフ場に開墾。今
年度はトイレ設置設営と維持管理ができ、
充実したグランドゴルフ場になりました。

高齢者の近場での運動レクレイション参加
を高めている。

細河地区は特に高齢化が激しい、福祉部の
配食弁当事業と合わせ閉じこもり老人をな
くし、今後はこども会と高齢者介護を合わ
せて企画して行きたい。

トイレを設置するこ
とにより利用者の利
便性がたかまった。

生涯学習推進課
教育事業費

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
めたものを総会で決

定する。

今後の課題等
予算額（千円）

実施後の状況 事業の効果概      要 実施前の状況
協議会における

評価方法
市の総合評価 市担当課の評価事　業　名

細河の地域特性を活
かした事業を実施し
ており地域の活性化
に寄与していると思
われる。また、配食
サービスについて

は、重要性が高くな
るとの想定から安定
した継続を期待す

る。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

細河の自然を守る事
業

680 補助金 680

ホタルの育成事業の実施、里山
での竹や剪定枝の炭焼き活動及
び剪定枝リサイクルの調査研究
を行う。

里山環境管理事業、細河地区では音も大事
なことだが、協議会予算ではどうにもなら
ない。住民と会員に大切さの意識を植え付
けるだけ。
剪定枝リサイクル事業、協議会として勉強
知識を高めるだけ。
ホタル育成事業、今年も去年より多く飛び
ます。

ホタルの育成事業の実施、里山での竹や剪
定枝の炭焼き活動及び剪定枝リサイクルの
調査研究を行うことにより、観光資源を活
用し、細河の活性化を少しでも図れた。

中途半端に協議会資金では難しい事を痛感
した。
国なり環境省が予算を組んで考えねばなら
ない。
牧歌的に協議会で出来る事とはこの程度で
す。

全体的に予算不足であるが炭製品などをど
う工夫して販売し売り上げを伸ばし、運営
していくかが、難しい。

ホタルの育成につい
て継続的に取り組ん
でおり、効果が表れ
てきているようであ
る。剪定枝利用な
ど、細河地域の自然
を活かした事業に幅
広く取り組まれてお
り、今後の展開に期
待する。

環境をまもる課
環境衛生事業費

街路灯強化事業 260
電気使用料  18
請負費     242

細河地区の防犯灯が設置されて
いない地域に植木植栽類にやさ
しいＬＥＤ灯を設置する。

協議会発足当時はもったいないとか贅沢と
かたたかれたが、大震災と原発事故でLED
と太陽光熱が注目を浴びLEDが当たり前と
なった。

細河地域の街路灯の充実ができた。
住民は池田市の街灯がいかに暗いかを改め
て認識した。

製品の廃盤

街路灯の新設によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路課
土木事業費

細河コミュニティ道
路整備事業

1,250 補助金 1,250

地域間の交流とコミュニティ意
識の高揚を図るため、伏尾台コ
ミュニティ推進協議会と協働
で,地域間をつなぐコミュニ
ティ道路、歩道等の整備事業行
う。

急こう配の山道であるが、児童の通学には
短時間でかなりの生徒が登下校に使用して
いる。伏尾台協議会との協働事業。

おおよそ半分完成し、伏尾台協議会に必要
性が認識され、生徒が使いやすいコミュニ
ティ道路が完成つつある。

下仕事は細河協議会会員の献身的なボラン
ティアで地ならしを行い、舗装工事は専門
業者に発注。予算の関係で今年度は半分の
距離の舗装を完了した。引き続き来期もよ
り良いコミュニティ道路建設に工夫した
い。最近は生徒だけでなく、伏尾台の大人
の方も久安寺の蕎麦屋(かやの木)へこの道
路を利用する方もある。

半分が完成して初めて伏尾台協議会に必要
性が認識された感あり。秋には落ち葉が多
く滑りやすく危険ゆえ落ち葉掃除が必要。
生徒の登下校時間帯に見張りガードマンも
必要性あり。

道路整備により、よ
り安全で安心な散策
道が確保されたと考
える。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200

細河地域の活性化と、コミュニ
ティ意識の高揚を図るため、地
域団体が実施する住民運動会の
運営事業を支援する。

今年で３６回目の開催になりました。
運動会を通じて、各町の方々のまじわり・
スポーツの良さを知っていただいた。

運動会を通じて、各町の方々のまじわり・
スポーツの良さを知っていただいた。

２７年度からの小、中一貫

スポーツ推進委員が
中心となり実行委員
会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

こども会育成事業 490 補助金　490

校区全体で子ども会の育成を行
い、協議会と子ども会が協働し
て、子どもとのふれあいの場を
維持していく。

協議会設立前から伏尾町であったが、児童
の減少で細河全体の子ども会に事業を展開
する。

細河全体の子ども会が一つになり、に事業
を展開した。

地元の不死王閣さんの協力・地元の造園業
者の畑地無償貸与と栽培指導。地元住民へ
の協議会活動の周知度を高めた。

地域内の住民・業者のご理解とご支援のお
陰で細河の子達は貴重な経験をさせても
らっている。こども達に自然の大切さ、し
てはいけない事を会得させ環境を守ってい
きたい。

地域住民・業者の協
力のもと、芋ほりや
夏のイベント、お別
れスケートなどの楽
しい行事を通して、
自然とのふれ合いや
地域の子ども同士の
つながりが深まり、
校区の子ども会活動
の充実及び子ども会
育成つながった。
有効な事業として評
価できる。

教育センター
教育事業費

計 事業提案限度額9,657千円9,657



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

秦野地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金 100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

436 補助金 436

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

「秦野まちづくりだより」を各戸配布し
て、協議会活動のＰＲに努めてきた。
地域分権をより定着させるために、活動・
関心をさらに高める必要があった。

全体的に、地域の催しを中心に、写真を多
くし、行事には、より広く分かりやすく、
記事内容の充実に努めた。

写真、記事などの紹介で、より多くの人々
の目を引くようになった。
地域のイベントなど多数取材し、写真入で
のコミュニティ誌を作り、また、各団体の
取材等を載せ、地域に意識して頂いた。

まだまだ活動ＰＲが足りない。
地域住民とのコミュニケーションが必要で
ある。
協議会の広報活動もより一層充実させ、活
用されるよゆに努めていく。

地域内の行事など地
域に根ざした記事を
掲載されている。写
真も多く使用されビ
ジュアル的にも工夫
されている。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

共通課題等勉強会開
催事業

100 補助金 100

地域内の共通課題等の勉強会を
開催することにより、実情等情
報の共有化を図り解決につなげ
る。

地域各団体など、町会・自治会に説明会を
開き、資料・写真など配布し、延べ１７団
体にコミュニティの説明をする。

電話連絡もあり、もう少し詳しく聞きたい
という団体もある。

コミュニティの事を、以前より理解してく
れたと思う

地域の各団体と、一緒に秦野地域を住みよ
い、安心な街づくりをしていきたい。

今年度は、地域安全
をテーマに勉強会を
開催されたことで意
識の向上につなげて
欲しい。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域掲示板設置事業 437
修繕料 420
補助金 17

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ため、掲示板を設置する。ま
た、地域団体と共に使用出来る
ようにする。

地域全体の掲示板が老朽化してきた。
地域・協議会の活動内容を知らせるのに、
数多くの掲示板が必要になっていった。

２台新設する。
地域によって場所的な問題が出てきてい
る。
町内会・自治会・社協など共に、協力して
使用している。
使用し易くなって大変喜ばれている。

地域と一緒になって、使用しているのが少
しだけ良くなって来ている。
来年度の申し込みも多くなった。
老朽化によって、事故や怪我のないように
改善が出来たと思う。

地域にとっては、古くなって来ている掲示
板の支援も必要であると思う。
コミュニケーションを図る事にも、一役
かっている。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域ギャラリー維持
管理事業

263
電気使用料 11
補助金     252

コミュニティ事業の情報発信、
地域住民の作品を掲載、地域行
事等の広報を行うためギャラ
リー掲示板を活用する。日常の
維持管理経費を計上する。

地域全体としての共通に作品などの発表や
情報の掲示場所が、不足していた。

２週間に１回の割合で、作品の入れ替えの
為、多くの作品が必要となる。
地域の催しも、写真などで紹介した。
子供会等の掲示も多くなっている。
電話の問い合わせも多くなった。

毎年、新しい作品も増えている。
通行人の方も見に来られる頻度が増えてい
る。

２週間に１回の割合で、作品の入れ替えを
しているが、作品集めはまだまだ必要。
今後も根気欲、広報活動を続けていきた
い。

作品数も増加してい
るようで地域になじ
んできているように
感じる。今後も継続
していただきたい。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

公園内水道設置事業 650 請負費 650
南畑公園に水道設備を設置す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域内会館設備改修
事業

3,395
修繕料 1,850
修繕料 1,545

地域内会館の利用者の利便性向
上を目指し、7会館のトイレを
高齢・障がい者が使用できる改
修を行う。

地域内７会館において、高齢者・障害者用
トイレを改修して欲しいとの要望がある。

各会館において、手すりも付き、使用しや
すくなった。

福祉委員会などの各団体より、利便性が良
くなったとの声が出ている。

宣伝不足の為、コミュニティが市と協同し
て設置したが、市民(地域)にもっと分かる
ようにしていきたい。

会館内のトイレが整
備されたことによ
り、会館の利便性が
向上した。

地域分権・協働課
総務課
コミュニティ推進事
業費

地域活性推進事業 950 補助金 950

地域の交流と地域活性化を図る
ためフリーマーケットを開催す
る。会場設営等の備品等を購入
する。

22・23年度フリーマーケットを開催し、多
くの参加をいただき、備品も購入し貸出し
した。

参加者(個人・団体とも)は、昨年より多く
なり、渋谷公園の場合は、トイレなどあ
り、多くの人が来られた。

申し込み団体・個人とも増えた。非常に好
評であった。
地域全体の交流の場が出来て、みんな大変
喜んでいる。

ＰＲ不足もまだある。
備品の貸し出し用に数多く揃える。
次年度はもう少し広い場所が必要かもしれ
ない。

地域住民の主体的な
活動が活発になれ
ば、地域コミュニ
ティの形成にとって
大きな後押しになる
と思われる。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

地域イベント備品整
備事業

250 補助金 250

地域の屋外イベント（自主防災
訓練や盆踊り、レクレーション
大会等）の貸出し用テントを購
入する。

22年度からの備品貸出しを考え、24年度も
より充実した備品をそろえて、地域の行事
等に寄与する。

テントの大を購入するなど、地域と相談
し、上渋谷・西畑・南畑・下渋谷・東畑な
ど盆踊り・行事に貸し出した。
校区盆踊りでは、テントなど多く貸し出し
した。

備品の貸し出しが増えた。
各団体より、活用し易くなった。の意見が
多くあった。
「まちづくりだより」を見て、連絡が多く
なった。

地域では、行事が多くあり、まだまだ足り
ない備品もあり、地域と一緒に考えていき
たい。
分電盤など、古い備品も考えたい。

地域のイベントに寄
与しており、更なる
活用を期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

校区盆踊り大会事業 150 補助金 150
スポーツ振興会と子供会等の共
同開催を支援する。コミュニ
ティ意識の高揚を図る。

スポーツ振興会・子供会等で、開催してい
る。
コミュニティ意識の高揚を図る。

共同開催を支援し、参加数が増えてよかっ
た。

盆踊り備品を揃え、スポーツ振興会・子供
会への支援が充実したと思われる。

まだまだ、安全性を考えれば、古くなった
危険性のあるものを、備品交換していく必
要がある。

コミュニティの結束
に貢献している。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

ＡＥＤ配置事業 367
消耗品費 62
器具費 305

共同利用施設に設置し、突然の
疾病や事故に対処する。住民に
は救命講習の受講を呼びかけ万
一に備える。

各会館に設置しているが、畑会館地域に設
置していなかった。

畑３丁目～５丁目の畑会館に設置し、これ
で６会館に設置した。

北の地域に設置でき、まずは良い結果に
なった。

コストを考えていくと、パッド・バッテ
リーは市の方でお願いしたい。
下渋谷地域に設置していないので、今後の
課題である。

共同利用施設に配置
することにより、多
くの住民の安心感を
得ることができたと
考える。今後も、Ａ
ＥＤ設置・管理要領
に基づき、維持管
理、救命講習の実施
に努めていただきた
い。

健康増進課
保健福祉事業費

キッズランド支援事
業

200 補助金 200

秦野小学校で開設された「秦っ
子キッズランド」で使用する備
品及び教材を購入し、充実した
キッズランド活動を支援する。

遊び道具・ロッカーがふるくなっても、買
え替えが出来ない。

安心して、楽しく伸び伸び遊んでいる。 怪我もなく、保管場所も確保できた。
秦小「秦っ子キッズランド」の支援継続。
参加人数の増加も考えていきたい。

「秦っ子キッズラン
ド」で使用するロッ
カー等の備品や遊び
道具等を補充したこ
とにより、活動の充
実や参加者の増加、
安全な運営につな
がっており、有効な
事業として評価でき
る。

教育センター
教育事業費

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
めたものを総会で決

定する。

実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
事　業　名

予算額（千円）
概      要 市の総合評価 市担当課の評価

ギャラリーやフリー
マーケットの開催な
ど地域色を活かした
事業を実施されてい
る。今後もＰＲやコ
ミュニケーションの
充実を期待する。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

自然学習講習会・昆
虫育成事業

250 補助金 250

地域特有の自然と触れあい、自
然の学習を学び、幼虫育成によ
り親子のふれあいの場を提供す
る。

カブト虫・幼虫育成
カブト虫里親
カブト虫の成虫、一対配布。
幼虫を養育場に返還。

生き物に関心を持ち、命の大切さを勉強し
た。

カブト虫の継続は、大切であるが配布だけ
では考える課題はある。
「自然学習」としての、観察(山・川・池)
が必要になって来ると思う。

継続して実施してい
る事業であり、地域
にも人気となってい
る。自然学習のみな
らず、地域住民との
交流の場にもなって
おり、今後も継続し
て実施してもらいた
い。

みずとみどりの課
土木事業費

秦野小学校設備改修
事業

1,750 請負費 1,750

秦野小学校の外用トイレの一部
を改修し、地域のイベント等で
も使用できるように整備する。
また、グランド側にソーラー時
計を設置する。

地域イベント及び外用トイレ(洋式)が無
い。
大人用にも使用出来たら良い。
運動場の時計が止まったままであった。

男子用１ヶ所、女子用２ヶ所の洋式トイレ
が出来た。手すりも良かった。
運動場には時計が中心となり、よく見えて
いる。

地域イベント(運動会・盆踊り)学校行事に
おいて効果が出ている。

小学校において、トイレ・時計を設置した
が、一部の人たちが知っているだけ、各先
生も地域の活動を知っていただきたいと思
う。

外用トイレ及び時計
については児童だけ
でなく、地域住民も
イベント等で利用す
るため、整備するこ
とで快適に過ごせる
ことが期待できる。

管理部総務課
教育事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

280 行事報償金 280
地域のスポーツ振興会と子供会
等の地域団体が開催する事業を
支援する。

秦野スポーツ振興会
が中心となり実行委
員会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

計 9,578 事業提案限度額　9,578千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

北豊島地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
発行事業

630 補助金 630

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

地域コミュニティ推進協議会の活動状況又
は内容について２ヵ月に一度コミュニティ
紙を配布し、理解と協力と参加を進めてお
り、以前よりは理解されてきている。

24年度は6回発行、北小校区約7,100世帯に
配布。
配布回数を重ねるごとに認知度は高くなっ
て来ていると思います。

協議会がどのような事業をおこなっている
のか。地域分権に対しての理解　認知度上
がって来ていると思います。

紙面制約はありますが出来るだけ読んでい
ただけるように記事内容に活動状況　防
災・防犯活動状況　地域の情報等の充実と
カラー化等で読んでいただけるように改善
を加えて行きたい。

年６回の発行に感謝
したい。今後も継続
を期待する。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域掲示板設置事業 300 修繕料 300

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容を地域住民に知らせる
ため、掲示板を設置する。ま
た、地域団体と共に使用出来る
ようにする。

協議会の活動状況　講座　等を幅広く地域
の方々(荘園地区)に告知できる掲示板がな
かった。

地域の方々の要請もあり、(荘園1丁目堀歯
科医院前)に設置。
(地域向け公的告知ポスター等利用可)

掲示板設置により協議会の活動内容ＰＲと
同時に地元の公的ポスター等掲示に利用さ
れ告知に役立っている。

期間済みポスター等の撤去　掲示状況管理
を行っていく。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

防災活動事業 450 補助金 450

災害発生時の住民の安全避難対
策の強化として、校区限定の防
災マップを全戸配布する。ま
た、拠点用の防災用テントを購
入する。

全市の洪水ハザードマップ(避難施設等)は
配布されているが地域(詳細な)での緊急時
避難施設避難場所　ＡＥＤ設置施設等の防
災マップがなかった。
防災時の協議会拠点テントが不備であっ
た。

北小校区　全戸7,100戸に避難施設等記載
した防災マップ(Ａ４カラー印刷)を配布す
る。
防災時協議会拠点用テント一張購入。

マップを配布することによって非常時の安
心感を与えた。

防災拠点用として必要な備品を揃えてい
く。

地域を熟知する協議
会によるハザード
マップの作成によ
り、今後万が一災害
が発生した時減災に
つながることを期待
する。

危機管理課
安全防災事業費

きたてしまプラザ
活用事業

3,668
修繕料　1,200
補助金　2,468

施設の運用と空調設備改修及び
２階トイレのバリアフリー化改
修他を行う。地域住民相互の交
流の拠点として、また文化教養
教室と子育て支援活動等の場を
提供する。

コミュニティ推進協議会の活動拠点とし、
各室で文化教養講座等を実施　週6日開館
しております。しかし設備等が古く改修の
必要性があった。
平成22　23年度事業(大　中　小会議室
１階和室)空調設備改修

週６日(年間292日)開館し、利用者年間
12,348名　地域住民相互の交流の拠点　文
化教養教室　地域の子育て広場(未就園児
向けロケットキッズ)を委託支援　地域の
老人会　子供会　地域福祉等団体等の会議
開催利用。
協議会主催の教室(うたうプラザ　太極拳
木版画教室　囲碁クラブ等)児童向け図書
室開設等により地域の住民の健康　福祉向
上に寄与している。

全館で残るのは機械室の改修工事が必要。
きたてしまプラザは避難施設でもあり、耐
震について調査が必要。
結果次第で耐震工事等を考えたい。
運営委員会を中心に地域住民が参加楽しめ
る　イベント　教室　絵画展　音楽会　等
活気あるプラザを企画運営していきたい。

１階クッキングルー
ムの空調改修を行
い、一年を通して快
適に利用できる環境
が整った。夏場の
クールステーション
としての活用など地
域のコミュニケー
ション施設として存
在感を増していると
思われる。

総務課
コミュニティ推進事
業費

地域行事活動促進事
業

75 補助金　75
校区盆踊り大会と地域内行事に
必要な備品等を購入する。

地域の住民どうし多くのコミュニケーショ
ンが図れる場として盆踊り秋祭りイベント
があり、各地とも少ない予算で運営されて
おります。
いろいろ開催の為の備品がそろえることが
出来なかった。

事業執行によって少ないながら地域行事
イベント備品を補助金で揃える事が出来
た。

各行事とも多くの方々の参加によりコミュ
ニケーションが図れた。

多くの方の参加があったとはいえ、地域か
ら見た場合まだ参加者が少ないので参加者
増員方法を考えていく。

地域のイベントに寄
与しており、更なる
交流を期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

ＡＥＤ配置事業 376 器具費　376
豊島北地区の施設にＡＥＤを配
置する。住民に使用方法の講習
会を実施する。

高齢者等の利用が多い、共同利用施設豊島
北会館内に心臓疾患等に対応できる救急救
命設備がなかった。

共同利用施設豊島北会館一階ロビーにＡＥ
Ｄを設置。

心臓疾患での急患に対応が可能になったこ
とで安心感が出来た。

心臓疾患等緊急時にＡＥＤが正常に作動す
るよう日頃の点検が必要。
内臓電池　パット等の定期交換が必要(適
宜予算化）
毎年　ＡＥＤ　使用再講習の受講。

共同利用施設に配置
することにより、多
くの住民の安心感を
得ることができたと
考える。今後も、Ａ
ＥＤ設置・管理要領
に基づき、維持管
理、救命講習の実施
に努めていただきた
い。

健康増進課
保健福祉事業費

子育て支援事業 310 補助金 310

毎週3回5時間　あそびの広場を
開催し、紙芝居や絵本、ＴＶシ
アター等親子のふれあい遊びと
子育ての悩み等を関係者ととも
に語り合う。

継続事業ですが当地域には以前から未就園
児に対して子育て施設がなく、公的支援の
ない中、子育て中の母親より子育ての仲間
グループ設立の要請でロケットキッズが設
立され、当協議会が事業として支援をす
る。

木田弘子氏中心にプラザ内の一室(ふれあ
いルーム)を開放し、テレビ等によるシア
ター劇場　童話の読み聞かせや市より支給
のおもちゃ等を利用し、ロケットキッズが
運営され、年間未就園児とその保護者
4,078名の参加があり、子育ての悩みなど
話し合え、好評を得ている。

母親たちにも好評で幼児を明るく元気に育
て、自分自身の子育て悩みなど共通した話
題が出来、参加者も増えつつある状況で事
業効果は上がっていると思います。
個人相談室や3歳児中心の『ぴよぴよクラ
ブ』等開設

木田氏を中心に事業活動を展開しているが
内容から見て無償活動に限界があるように
思います。
人件費は来年度　有償ボランティアを提案
し、事業提案を行いたい。

子育て世帯にとって
は交通の便が悪くな
かなか遊びの場へ出
向くことが難しい地
域なので親子にとっ
て安全・安心な遊び
場となっている。活
動も親の力をうまく
引き出して運営され
ている。

子育て支援課
保健福祉事業費

サイクル＆エコカー
ニバル運営事業

30 補助金 30
サイクル＆エコカーニバルに必
要な備品を購入し、行事の活発
化を図る。

毎年市主催のサイクル＆エコカーニバルが
宣真高校の校庭で開催され、エコについて
の啓蒙活動が実施される中、協議会ＰＲと
して当初は有償で飲料サービスを行ってお
りましたが他の参加企業等全て無償提供を
行っております。

当協議会発行のコミュニティ紙を配布し、
飲料(コーヒー)接待ですが補助金で無償化
実施できた。

コミュニティ紙配布により協議会について
一定のＰＲが出来た。

全ての参加企業も低額の有料サービスにし
て行くべきではないか。

本市の事業に積極的
に協力いただいてい
る。コーヒーも来場
客から人気があり、
イベントの運営に寄
与している。

環境にやさしい課
環境衛生事業費

環境美化ウォーキン
グ事業

100 補助金 100

継続的に地域の清掃活動を行う
ために必要な備品を購入し、子
どもたちを含む地域住民が地域
美化運動を展開する。

地域でゴミが目に付くとの情報もあり、待
機美化啓発運動として協議会活動として計
画した。

6月24日に天神　荘園地区地域で清掃活動
実施、約50名程度の参加者があり、(秋実
施予定が降雨の為中止)地域美化運動の啓
発に繋がった。

美化運動実施中ののぼり立て、ベストを着
用しゴミ袋　約20袋を回収
住民に対して一定の啓発が出来た。

継続的に美化運動を実施することによって
地域で美化運動定着化を図っていきたい。

住民自らの手で清掃
活動を行うことによ
り、地域の美化意識
向上に繋がってい
る。

環境にやさしい課
環境衛生事業費

豊島北2丁目公園
花いっぱい整備事業

80 補助金　80

公園を憩いの場として、よりよ
い環境づくりの推進を図るた
め、園芸高校の生徒達の協力を
得て、花壇の整備維持を行う。

継続事業で整備も完了し、明るい開放され
た公園、地域住民の憩いの場　子ども達の
遊びの場として多くの人々に利用されてお
ります。

花壇土壌の改良作業、植栽作業　年2回
園芸高校先生、生徒さん達の指導による地
域住民の花壇花植替え作業等維持管理。

花が咲き乱れ、住民の憩いの場　高齢者の
散歩途中での休憩所　子供たちには明るく
安全で楽しい公園として評価されている。

こども達利用する遊具に不備はないか日頃
からの点検が必要。
園芸高校の生徒さん達と地域の住民協働で
今後も年2,3回花の入れ替え作業を行って
行きたい。
夏季の水やり等の実施　花壇の整備維持管
理。

地域で公園に花を植
え、手入れをするこ
とをきっかけとして
公園に愛着をもって
もらい、地域で管理
する公園の前例とな
りつつある。

みずとみどりの課
土木事業費

各部会でまとめられ
ていたものを役員会

で決定する。

市担当課の評価事　業　名
予算額（千円）

概      要 事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
実施前の状況 実施後の状況

きたてしまプラザの
の活用は、施設の機
能を十分に活かし実
施されている。ま

た、公園バスケット
コートの運営などさ
まざまな事業に地域

力を感じる。

市の総合評価



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

公園バスケットコー
ト環境整備事業

294 補助金　294

青少年の健全育成を図る事業。
定期的清掃作業用用具の購入と
時間外侵入者防止用門扉の開閉
管理等を引き続き行う。

高架下の公園を整備、3on3バスケットコー
トを設置し、日々青少年がスポーツを通じ
交友関係を構築している。
時間外侵入者　騒音の問題等あったが開場
時間管理　防音シート設置等で対応してい
る。

高架下公園で条件は良くないが人気のある
利用度の高い公園で青少年のコミュニケー
ションが図れる場として役に立っている。

高架下でもあるが今後　青少年　親子連
れ、高齢者等が憩う明るい公園に環境整備
をしていきたい。

３on３コートが設置
されている公園の施
錠管理を地域で実施
しており、夜間の利
用者対策に寄与して
いる。

みずとみどりの課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

35 行事報償金 35
住民間のコミュニケーションを
図る、校区レクリエーション大
会に必要な備品の購入を行う。

市内全域で住民運動会が実施されていたが
北小校区では地域行事との関係で子供会が
中心とした運動会が実施されていた。
(一方少子化が進み子供会中心の運動会が
成り立たなくなる現状)その代替えとして
軽スポーツ大会が実施されていた。

地域行事との問題もあり、9月22日に第1回
住民運動会を北小校庭で実施、約300名の
参加があり、大いに盛り上がりました。

住民同士のコミュニケーションに大いに役
立った。

市全体で住民運動会を実施されるのは意味
のあることですが、地域特有の行事もあ
り、今後については市と相談しながら今後
も継続実施をしていきたい。

「軽スポーツの集
い」での予算で９月
２２日に住民運動会
が開催された。市民
レクとしては１０月
７日の「軽スポーツ
の集い」、Ｈ２５年
度に運動会形式の市
民レクレーション大
会を開催予定。

生涯学習推進課
教育事業費

計 6,448 事業提案限度額　9,317千円　次年度繰越金額　2,869千円
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くれは地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

300 補助金  300

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸配布する。

協議会の存在や活動内容について、地域全
体に広報することで理解をしてもらってい
る。

校区に居住する住民に、協議会の活動報告
やアンケート調査の実施により、協議会の
活動について理解を得たり、地域住民の考
え方などを知ることができた。

校区に居住する住民に、協議会の活動内容
を周知することにより、理解、協力と参加
を促進することができた。

今後も益々内容の充実を図り、毎年実施し
ている事業のお知らせや協議会への参加を
促進していきたい。

アンケートの実施等
広報紙作成に関して
工夫を作成されてい
るところがある。今
後も継続して実施し
ていただきたい。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ推
進協議会拠点管理運
営事業

1,026
庁用器具費　536
補助金  490

呉服会館の一室に、活動拠点を
設ける。地域活動の活性化を図
る。

共同利用施設呉服会館の1室を地域コミュ
ニティ推進協議会の活動拠点とすべく備品
の整備を進めている。

共同利用施設呉服会館の小会議室を拠点と
した地域活動の活性化を図られた。

協議会における役員会や各部会の活動が活
発に展開され、地域分権推進に大いに役
立っている。

小会議室の再整備と備品購入で協議会活動
の更なる活性化を図る。

拠点を中心に今後も
活動を活発にされた
い。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域内会館備品整備
事業

1,000 庁用器具費  1,000

地域住民の利用度の高い施設
(姫室・室町、呉服会館）の老
朽化した会議用机の取替えを行
う。

地域内の共同利用施設「姫室室町会館」の
会議用机が老朽化しているため、利用者か
ら買い換えの要望があったので購入した。

共同利用施設「姫室室町会館」の老朽化し
た会議机を新規に買い換えることにより、
利用者の賛辞の声を届いた。

以前の机は老朽化も激しかったが、重くて
利用者であるお年寄りには負担であった。
綺麗で軽量化された机は大いに歓迎されて
いる。

他の共同利用施設の備品も買い換えを検討
していきたい。

利便が改善された会
館がより活用される
ことを期待する。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域掲示板設置事業 300 修繕料 300
老朽化した地域自治会の掲示板
を取り替え、地域団体と共に使
用出来るようにする。

地域内に呉服南自治会の掲示板の老朽化が
激しいため、広報活動に支障があった。

老朽化した掲示板に変わり、新たに設置し
た掲示板は、ワイドで大きなポスターも充
分張ることができ、住民からも賛辞の声が
あった。

ワイドで見やすい掲示板に付け替えたた
め、地域の広報活動が活発化した。

地域のお知らせや地域コミュニティ推進協
議会の活動も、この掲示板を通じて地域住
民に広く知らせることができる。今後も広
報活動の充実を図る。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

青パト隊パトロール
活動事業

1,151
修繕料　1,000
補助金  151

青パト隊による地域巡回活動を
行い、各種犯罪の抑止効果を図
る。安全な地域環境をつくる。
青色防犯パトロール車の駐車場
を新設する。

青パトでの呉服小学校区内巡回パトロール
実施により、各種犯罪の抑止効果を図る。

青パト専用駐車場を呉服会館敷地内に設置
することができ、隊員の自覚を高め、巡回
回数や巡回範囲の拡充を図ることができ
た。

呉服小学校区内の細い道まで巡回範囲を広
げることにより、各種犯罪の抑止効果に車
両を活用できた。

より一層の巡回活動の充実を図る。

日々の地道な活動の
成果により、小学校
区内でパトロールの
認知が高まるなど、
犯罪抑止に繋がって
いると評価してい
る。今後パトロール
活動の充実を期待す
る

危機管理課
安全防災事業費

見守りパトロール隊
強化事業

150 消耗品費　150
見守りパトロール隊に統一ベス
トを着用することにより、登下
校時の児童の安全を確保する。

見守り隊が統一ベストを着用して児童の見
守り活動を続けているが、ベストの支給が
不足している。

全員に統一ベストを支給でき、子ども達も
安心して登下校ができるようになった。

見守り隊の連携意識が高まり、登下校時の
児童の安全が確保された。

見守り隊のメンバーチェンジが進めば、再
度考慮する余地も必要かと考察する。

呉服小学校区の見守
り隊の方々は、大変
熱心に活動してお
り、その際、統一ベ
ストを着用すること
は、子どもたちや保
護者、地域住民の誰
から見ても分かりや
すく、登下校の安全
を守る上でも有効な
グッズとなってお
り、評価できる。

教育センター
教育事業費

くれは地域フェスタ
開催実施事業

1,500 補助金　1,500

くれはフェスを各種団体と協働
で開催する。地域の人と人との
繋がりを深め地域コミュニティ
の活性化を図る。

くれは地域内のコミュニケーションの充実
を図ることを目的にフェスタを開催する。

地域内の各種団体の協力を得て、ステージ
をはじめ模擬店等を盛り上げていただき、
地域内のコミュニケーションの充実を図る
ことができた。

共に協力し、目的を達成できたことよりも
地域の方々とコミュニケーションを図るこ
とができた事は大きな収穫である。

地域内のコミュニケーションを今後も積極
的に図り、地域のつながりを広げていきた
い。

地域の各種団体と協
力して開催していく
姿勢は評価したい。
今後も地域のつなが
りを広げていけるよ
う期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

ＭＴＰフェスティバ
ル支援事業

350 補助金  350
池田地域コミュニティ推進協議
会と協働で、ＭＴＰフェスティ
バルの支援を行う。

池田地域コミュニティ推進協議会と共に、
ＭＴＰフェスティバルの支援を行う。

小学校区から中学校区へと範囲が広がり、
また、他の地域コミュニティとの交流も活
発にできた。

ＭＴＰフェスティバルに当協議会が参画す
ることでコミュニケーションの向上が図れ
た。

他地域の行事への報奨金も検討しながら、
フェスティバルが活発化するよう努める。

地域コミュニティの
核となるイベントと
して、今後更なる交
流の場となることに
期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

散水栓施設事業 535 請負費　535
憩いの場としての花壇を囲み花
を育てる。地域住民のコミュニ
ティの増進を図る。

満寿美町と宇保町の境にある花壇に水を捲
くため、隣接の店からもらい水をしてい
た。

花壇専用の散水栓を敷設することにより、
隣接のお店に迷惑をかけることもなくなっ
た。

気兼ねなく花壇の世話ができるようにな
り、花を愛でる愛好家たちも集い、地域の
コミュニケーションも図れるようになっ
た。

出入口を整備することで、もっと地域の人
達が集いあえる環境にしていきたい。

散水栓の設置によ
り、花壇の手入れが
しやすくなった。今
後も地域交流の場と
して活用してほし
い。

環境をまもる課
環境衛生事業費

歩行者用ストップ
マーク設置事業

600
修繕料　480
補助金　120

児童が登下校の際に利用する通
学路にストップマークを設置す
る。歩行者の交通安全意識を啓
発する。

児童の登下校時に利用する通学路に、交通
事情の激しい危険な箇所があり、交通事故
が発生しないかと気になっていた。

交通事情の激しい危険な箇所にストップ
マークを設置したことにより、交通事故か
ら子ども達を守ることができる。

ストップマークを設置したことにより、子
ども達がその場で一旦立ち止まる事によ
り、交通事故を回避できる。

地域内には、まだまだ危ない箇所があるの
で、順次設置に向けて対応したい。

マークの設置によ
り、危険箇所である
という注意喚起及び
安全確認の習慣づけ
に寄与した。

交通・総務課
土木事業費

呉服小学校花いっぱ
い運動支援

100 補助金  100

地域と学校が一緒に実施する
「みんなで育てる花いっぱいプ
ロジェクト」活動の支援を行
う。

昨年度より引き続き実施している事業で、
地域と学校が一緒になって花を育てる活動
を支援する。

「みんなで育てる花いっぱいプロジェク
ト」活動を支援する。

呉服小学校と地域が一緒になって花を育て
るプロジェクトに参加し、子ども達が花を
育てる喜びを感じ、感性豊かな心を育む事
ができた。

感性豊かな子ども達を育てていく事業に
も、今後とも積極的に対応していきたい。

緑化への関心を高め
るだけでなく、子ど
もと地域住民が交流
するきっかけの場と
もなっており、地域
活性に寄与している
といえる。

環境をまもる課
環境衛生事業費

各事業責任者の意見
を聴き、協議会で決

定する。

今後の課題等
協議会における

評価方法
市の総合評価 市担当課の評価事　業　名

予算額（千円）
概      要 実施前の状況 実施後の状況 事業の効果

青パトの活動につい
ては、充実してきた
ようで、今後もより
一層の充実が期待さ
れる。また、くれは
フェスタの開催やス
トップマークの設置
など今後も地域力を
活かした事業を実施

されたい。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

街路灯強化事業 100
電気使用料　2
請負費  98

夜間の事故や犯罪を未然に防ぐ
ため、既存の街路灯３台の照度
強化を行う。

前年までの4年間引き続き実施してきた事
業であり、住民要望をはじめ協議会での検
討も含め、未実施箇所への設置を予定。

関係部局と協力しながら、住民要望に合わ
せた事業を展開した。

住民が住みやすい環境つくりに寄与でき
た。

今後とも、住民からの要望を聞き、安心し
て住める街づくりを推進していく。

街路灯の強化によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路課
土木事業費

カーブミラー設置事
業

100 請負費  100
交通事故防止のため、見通しの
悪い交差点に設置し、交通安全
を確保する。

児童の登下校時に利用する通学路に、見通
しの悪い交差点があり、交通事故が発生し
ないかと気になっていた。

見通しの悪い交差点にカーブミラーを設置
したことにより、交通事故から子ども達を
守る事ができる。

カーブミラーの設置により、子ども達がそ
の場の状況を判断できるようになり、交通
事故を回避できるようになった。

地域内には、まだまだ危ない箇所があるの
で、順次設置に向けて対応したい。

交差点内の交通安全
性の向上に一定の効
果があったと考えて
いる。

道路課
土木事業費

呉小吹奏楽クラブ支
援事業

750 器具費　750
呉小吹奏楽クラブの楽器購入を
支援する。団体の活動支援を行
う。

呉服小学校の吹奏楽クラブの楽器が老朽化
していて、正確な音程を出せない状態であ
る。

老朽化した楽器を新規購入することで、古
い楽器を新しく入ってくる児童の練習用に
活用している。

新しい楽器演奏で技術の向上に役立つと共
に、練習用の楽器ができたことで更なるレ
ベルアップが図れる。

老朽化した楽器を年次計画(3～5年)によっ
て新規購入を図る。

新しい楽器を購入す
ることで、部員に１
台ずつ楽器を割り当
てることが可能にな
り、演奏技術の向上
が見込める。

管理部総務課
教育事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。コミュニ
ティ意識の向上に努める。

地域のスポーツ振興会が開催している市民
レクリエーション大会に、池田市が報償費
として支出していた。

池田市に代わり、当協議会が行事報償金と
して支出する。

市民レクリエーション大会に当協議会が参
画することでコミュニケーションの向上が
図れる。

他地域の行事報償報奨金とも検討し、校区
の市民レクリエーション大会が活性化する
よう努める。

スポーツ推進委員が
中心となり実行委員
会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

演奏会等文化事業 800 補助金  800

音楽に親しむことや名画を鑑賞
することで、地域の文化を高め
るとともにコミュニケーション
を図る。

校区内での文化事業は、昨年は池田駅前で
の「クレハフェスタ」を実施したが、今年
度は趣を変え呉服小学校で吹奏楽をはじめ
音楽を中心に実施した。

呉服小学校の吹奏楽やプロ歌手による音楽
祭を開催することにより、校区に一体感が
生まれた。

開催内容(呉小吹奏楽の演奏等）の検討や準
備を校区の住民と協力しながら行うことに
より、人間関係も構築され連帯感が生まれ
た。

地域の小学校とのコラボレーションや地域
との交流により、地域にとけ込んだイベン
トとしてより一層の連帯感を生み出した。

地元の団体（呉小吹
奏楽部）・施設（猪
名川グランド・くれ
は音楽堂）を活用す
ることで地元の連帯
感を生み出す効果が
あったと評価

生涯学習推進課
教育事業費

計 9,062 事業提案限度額　9,062千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

石橋地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　 100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

510 補助金   510

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸配布する。

認知度が低く、3回発行の市広報に折り込
みするもあまり見る人が少なかった。

発行を重ねるごとに、見ましたとの声を聞
くようになった。

コミュニティ紙の記事に関する要望の依頼
の問い合せがあったり、内容の確認の電話
をもらうなどずいぶんと定着してきまし
た。

年間の行事予定など、長期保存の記事に工
夫していきたい。

今後も紙面に工夫を
重ねるなどの発展を
期待します。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域住民御意見箱設
置事業

400 修繕料 　400
地域住民の声を集約し、活動に
反映するため、ポストを５ヶ所
設置する。

地域コミュニティ活動の地域への認知度
は、現在でも5人に1人が関心ある程度で、
中々広がりを見ていないのが実情である。
又、活動も一部の人に限られ手詰まり感も
感じ取れる。

ご意見箱を校区内の５か所の掲示板に設置
することにより、地域住民の皆さんの考え
を吸い上げ、今後のコミュニティ活動に取
り入れたい。ご意見に対しては、校区内２
４か所の掲示板に回答、掲示する予定であ
る。しかし、ポストへの悪戯には注意が必
要である。

今後の推移を見守りたい。

設置された意見箱に
よりより多くの地域
の意見が集約できる
ことを期待します。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域掲示板設置事業 420 修繕料   420

地域コミュニティ推進協議会の
活動状況等を地域住民にPRする
ため、掲示板を２ヶ所設置す
る。重点箇所から年次計画で整
備する。

人の往来が多い場所でありながら、地域情
報発信力が低い。

情報発信力が充実した。 地域住民への情報広報活動が充実した。 情報広報活動の更なる充実を図る。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域防災体制強化等
事業

2,036 器具費 2,036

活動を開始する、自主防災組織
の体制強化を図るため、防災用
備品などを納める倉庫を校区内
（４ヶ所）に設置する。

平成２４年度に、￥2,000,000の補助金で
①石橋北会館、②井口堂北会館、③旭丘会
館、④石橋公園の４か所に防災倉庫を設置
して、防災備品を順次取り揃えた。

地域コミュニティの安全部会として
2,036,000万円の予算を計上して、それが
認められ、上記の４か所の防災倉庫に防
災、減災、自助、共助を目的として防災用
品を購入して納入を終えた。
昨年、今年と取り揃えたことによってより
充実した備品の拡充を図った。

防災倉庫設置場所の管理責任者、および安
全部会員を始めとして地域住民にも防災、
減災、自助、共助への意識付けを図ること
が出来得ると思われる。
又、第３回を迎える防災訓練にも有効活用
出来ると考えられる。

宝の持ち腐れにならないよう実際に防災訓
練を始めとして始動、使用、活用のスムー
ズな円滑化。

地域内の防災備品を
適切に配備・管理す
ることができ、万が
一の際に適切な利用
されることを期待す
る。

危機管理課
安全防災事業費

ハザードマップ作成
事業

240 補助金   240

池田市洪水ハザードマップ及び
防災の手引を基にした地域の詳
細なＢ４版カラーマップを作
成・配布し防災減災意識を高め
る。

地域住民の皆さんに防災倉庫、ＡＥＤの設
置場所、災害時の避難場所、井戸のあるお
家、地域内の危険な場所等を防災マップに
掲載し全戸配布することにより災害時にス
ムーズな避難、避難所運営を図ることを目
的に作成。

２月の池田市広報紙に折り込み、石橋小学
校区全住民に4800枚配布完了。
又、校区内に24か所の掲示板にも掲載して
いる。

保存版であるので、各戸の目の行き届くと
ころに貼っておいてほしい。

地域を熟知する協議
会によるハザード
マップの作成によ
り、今後万が一災害
が発生した時減災に
つながることを期待
する。

危機管理課
安全防災事業費

つどいふれあいまつ
り推進事業

550
器具費　300
補助金　250

地域住民のつながりと地域活性
化を図るためイベントを開催す
る開催案内チラシ作成と備品及
び保管庫を購入する。

多くの地域住民に参加を呼びかけコミュニ
ケーションづくりを行うべく準備実行

地域の方々約300名の参加を得て、又ス
タッフ前日、当日合わせて約120名の協力
を得楽しく無事けがもなく終了

地域住民のつながりと地域活性化を楽しく
図ることが出来た。

地域住民のつながりと地域活性化の為のイ
ベントを再考

地域のつながりや地
域活性に寄与してい
るといえる。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

地域行事等活動促進
事業

300 補助金  300

納涼大会等を実施する地域団体
に電気設備設営及び活動運営を
支援して、コミュニティ活動の
充実を図る。

納涼大会を存続の為に必要な経費への地域
のご支援ご協力の限界がみえ、きびしい状
況にあった。

補助金の充当で従来と同じく納涼大会の開
催が可能となり存続できた。

出店も含み全て地域住民の手で行っている
夏の大きな行事に、他地域からも多くの参
加を得て、例年同様盛大に楽しむ事が出来
た。

ますますきびしくなる経済時勢の中納涼大
会の趣旨にご理解ご協力をいただきたい。

地域交流の促進に貢
献している。今後の
コミュニティの更な
る発展を期待する。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

地域イベント備品等
整備事業

150 補助金　150
校区住民が参加する地域イベン
ト等で使用する備品を購入す
る。

備品の消耗、破損、老朽化。 全て必要な部分は更改された。
これらの更改によりコミュニティ活動の充
実が図れた。

他の備品の整備及び老朽化等の更改も必要
に応じて行いたい。

ある程度の備品整備
は整ったようなの
で、今後必要に応じ
ての整備を検討して
もらいたい。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

地域美化整備事業 54 補助金  54
美しい街を目指すため、啓発用
看板等を設置し地域住民のモラ
ルの向上を図る。

美しい街づくりをしようと言う呼びかけも
弱く、道路にはペットの糞やタバコの吸殻
が散見されたり、雑草が茂ったまま放置さ
れたりと町の美化が損なわれている。
ミニ公園の遊具の塗装がはげ、見苦しく
なっている。

地域の要所要所に「ペットのふんの放置禁
止」「タバコのポイ捨て禁止」等の啓発ポ
スター100枚を掲示し、地域住民に美しい
街づくりへの協力を呼びかけた。
井口堂北会館公園のジャングルジムの全面
塗装を行った。

啓発ポスターが到る所で目につくので、心
ある住民には美しい街づくりへの前向きの
行動が期待される。
(タバコの吸殻の放置は減少していないが、
ペット糞の放置はほとんど無くなって来て
いる。)
井口堂北会館のジャングルジムは新品同様
となり利用する子ども達に喜ばれている。

美しい街づくりには住民一人ひとりの意識
の問題があり、更に啓発活動を強化、ス
テップアップさせていく必要がある。
環境総点検を実施した結果「タバコのポイ
捨て」「道路脇の雑草」が町の美化を損ね
ている二大要因であるので、来期はこの二
項目に絞り込んで実施していきたい。

まちの美化活動に積
極的に取り組まれて
いる。住民自身の手
で啓発活動を行うこ
とで、住民全体の環
境意識向上に繋がっ
ている。

環境にやさしい課
環境衛生事業費

箕面川美化整備事業 57 補助金  57
箕面川及びその流域の美しい環
境を守り育て地域住民の憩いの
場として整備する。

むくの木ガーデンは手作りのための設備も
不十分で、会員以外の地域住民の憩いの場
として利用されていない。
大型の工具が無く、箕面川の清掃、草刈り
作業に手間取っている。

むくの木ガーデンの入り口にバラアーチ、
中央にテーブル・イスセットを配置し、
ガーデンらしい装い設備となった。
ピッケや草刈り大バサミ等の大型工具を配
備した。

設備が充実したため、殺風景だったむくの
木ガーデンの質的向上がはかられ、地域住
民の憩いの場として活用されつつある。
又工具類の配備により、箕面川の清掃、草
刈り作業が効率よく出来るようになった。

むくの木ガーデンは、地域住民にまだまだ
十分認知されているとは言えないので来期
はむくの木ガーデン内で地域住民を対象に
した行事(ガーデン教室)を企画し、むくの
木ガーデンの認知向上をはかりたい。

雨天のためむくの木
ガーデンでガーデン
教室を開催すること
はできなかったが、
今後もむくの木ガー
デンを拠点とした箕
面川の清掃活動に期
待している。

環境をまもる課
環境衛生事業費

リサイクル活動事業 80 補助金  80

ペットボトルキャップの回収リ
サイクルを行う。資源の有効利
用を図ると同時に住民の意識を
高める。

ペットボトルキャップの回収リサイクル及
び資源の有効利用への住民意識を高める事
を昨年同様につづける。

2年目に入り住民の意識も高まり、回収量
も増加している。

ゴミとして捨てられていたキャップが資源
再利用として生活用品として戻ってくる事
が更に住民の意識を高めていると思う。

広報活動の充実
回収量の増加にともない能率の良い回収方
法の再考

回収も2年目に入
り、地域の広い範囲
に回収箱が設置され
てきた。回収量も増
加してきており、地
域に定着してきてい
る。

環境にやさしい課
環境衛生事業費

各部会でまとめられ
たものを、役員会で

決定する。

事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
市の総合評価事　業　名

予算額（千円）
概      要 市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況

地域の意見集約のた
めに意見箱を設置す
るなど幅広い意見の
把握に努められてい
る。また、箕面川の
清掃やペットボトル
キャップのリサイク
ルなどの環境事業も
行われている。今後
も地域全体が活性化
するような事業を期

待する。
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ＡＥＤ配置事業 433
消耗品費 70
器具費　363

地域行事等の傷病発生時に早期
の救命措置を行うため、共同利
用施設(1台)に配置する。住民
に使用方法の講習会を実施す
る。

平成２２年度に井口堂北会館、２３年度に
石橋北会館にＡＥＤを設置した。

校区内にある３つの共同利用施設のうち、
未設置であった旭丘会館に平成２４年５月
２日に設置した。
これらのＡＥＤを実際に使用するようなこ
とは起こってほしくないが校区内の３会館
には設置を終えたので今後は、いざという
ときに素早く、的確に有効利用でき得る事
ができるか。

共同利用施設の管理人さんをはじめとした
消防署の指導による、ＡＥＤ講習の定期的
な開催、受講。

共同利用施設に配置
することにより、多
くの住民の安心感を
得ることができたと
考える。今後も、Ａ
ＥＤ設置・管理要領
に基づき、維持管
理、救命講習の実施
に努めていただきた
い。

健康増進課
保健福祉事業費

子どもの安全に対す
る事業

1,150 請負費　1,150
交通量が多く道幅が狭い通学路
の安全対策として路面に線引及
び通学路表示を明示する。

道幅の狭い道路で自動車、自転車、単車の
交通量が多い中、石橋小学校の児童が集団
登校やグループ下校時の通学路としており
児童達は勿論、地域住民も日常生活の買い
物などで出掛ける折に危険を感じている。
歩行者の安全と車両運転者への注意を促す
為、白線を引く。

安全と注意を目的に片側に「白線を引
き」、道路上に「通学路」と明示した。
歩行者は白線内を歩き、自動車等は、ス
ピードを落とし徐行や注意力が増してき
た。

「白線の中を歩くと安全、安心」との声が
聞こえている。
地域の人達も登下校時の児童達に白線内を
歩くようにと声掛けがし易くなった。
他所から来られたての歩行される人から
は、「子どもたちに暖かい地域ですね」と
褒めていただいた。

通学路と指定されている時間の自動車、単
車通行禁止標識を依り目立つ工夫や生活住
民への注意喚起が必要と考えている。

通学路と標記したこ
とにより、運転手に
啓発ができた。

道路課
土木事業費

街路灯強化事業 200
電気使用料　4
請負費  196

最近ひったくり等の犯罪が多発
しており、安心安全の向上のた
め、街路灯（６台）の整備増強
を図る。

昨今は、街路灯の整備が進み、夜間も比較
的安心して通行できるようにはなってい
る。
しかし、長年の使用によって、照度不足や
器具の破損、消えてしまっている街路灯も
ある。
昨年度は旭丘地域を重点的に点検した。

以前よりも安心、安全が増した。 順次ＬＥＤ化

街路灯の新設によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200

地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の向上とコミュニティ活動
の充実に努める。

市民レクレーション大会運営状況の厳しさ
増加。

運営補助金として活用し、コミュニティ活
動改善。

これよりコミュニティ活動の充実が図れ
た。

地域支援協力(広告代収入）が年々厳しさ
を増す中運営内容等についても再考してい
きた。

石橋スポーツ振興会
が中心となり実行委
員会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

市民レクリエーショ
ン大会備品等整備事
業

130 補助金　130
地域のスポーツ振興会等が開催
するための備品等の更改を図
る。

備品の消耗、破損、老朽化。 全て必要な部分は更改された。(現在）
これらの更改によりコミュニティ活動の充
実が図れた。

他の備品の整備及び老朽化等の更改も必要
に応じて行いたい。

市民レクの備品が消
耗・破損・老朽化し
ていたので、更改し
たもの。これにより
コミュニティ活動の
充実が図られた。

生涯学習推進課
教育事業費

教育問題等講演会開
催事業

50 補助金　50

石橋地区の成り立ち・歴史およ
び身近な事柄等の知識を得るた
めの講演会を開催し地域の魅力
アップにつなげる。

地域に遺跡、古道があることは知っている
が詳しいことは知らない状況であった。

講演を聞き、歴史ある貴重な場所だと認識
した。

由緒ある道路、遺跡を住民の人々が理解
し、後世に伝えていかなければならないと
感じた。

他地区からも見学者が多く訪れているので
遺跡の整備や景観の維持、明示等住民が
守っていくべきだと痛感した。

地元に関する講演会
を開催することは住
民の地元への認識を
再発見することがで
き評価できる。

生涯学習推進課
教育事業費

計 7,060 事業提案限度額　8,818千円　次年度繰越金額　1,758千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

五月丘地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　 100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

445 補助金   445

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

カラー化したコミュニティ紙を年２回発行
し、地域全戸に配布業者を通じて配布して
いる。

継続事業で前年度と変わらず。
コミュニティ紙の紙面に会員募集欄を設け
ているがあまり効果はない。

例えば、コミュニティカフェで行っている
イベントの紹介など関心を持ってもらえそ
うな内容を考えて読んでもらうことが先決
である。

今後も継続して発行
し、より一層の広報
活動に活用された
い。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ推
進協議会拠点運営事
業

77 補助金    77
都市機構の北集会所一部を借り
上げ、協議会の拠点施設とす
る。

定例会は五月丘会館で開催、協議会用備品
は会館などで一時保管。

６月からアルビス五月が丘の北集会所の受
付事務所を拠点事務所として賃借し、折畳
みテーブル、椅子など備品を取り揃えた。

同時に展開したコミュニティサロンの拠点
にもなり、利便性は大である。

サロン用備品の収納場所にもなっており、
少人数の打合わせにしか利用せず手狭であ
る。

拠点を中心とした協
議会活動の広がりを
期待します。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

コミュニティサロン
設置事業

219 補助金   219

地域の人々に情報交換や落語会
等イベントの活動場所としてコ
ミュニティサロンを開設する。
関係団体の活動支援を行う。

６月から第２、第４日曜日にＵＲ北集会所
を借りてカフェを開催し、うち１回は地域
住民が喜びそうなイベントを開催してい
る。

地域住民のリピーターが少ない。子供用に
絵本を置いたりして親子連れを期待してい
るが、今一つである。

イベント開催時は来場者が多くなるが、目
的の一つであるコミュニティ推進協議会の
ＰＲということでは反応が悪い。

第２、第４日曜日という月２回の開催は利
用者にとって分かりづらい。毎週開催がベ
ターだが、人的な制約があってつらいとこ
ろである。

情報交換を通じて、
地域活動が一層活発
になることを期待し
ます。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域掲示板設置事業 400 修繕料   400

地域コミュニティ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民に知
らせるため、掲示板を２ヶ所設
置する。

五月丘地域で９箇所の掲示板があり、コ
ミュニティカフェのお知らせ、コミュニ
ティ紙、福祉協議会関係のお知らせなどを
掲示している。

９箇所に加えて歯抜けになっていた１丁目
ＵＲ職員宿舎北西角と図書館南階段下の２
箇所に新設し、全域カバー出来た。

継続事業として２，３か所ずつ設置してき
たが、今回で全域カバーしたことになり、
一応完了とする。

社会福祉協議会の掲示板と併せて有効活用
ができればと考える。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

防犯カメラ設置事業 500
電気使用料 3
請負費 　497

安全で安心な暮らしの実現に向
け、さらなる街頭犯罪件数の減
少を図るため、防犯カメラを設
置する。

五月丘地域には防犯カメラが一台もなく、
犯罪や交通事故の捜査・検証や犯罪抑止の
観点からもせっちが望まれる。

五月丘交差点南西角に設置した。設置に先
立ちカメラに映る対象のお宅に設置の承諾
をお願いしたが、みなさん一応に歓迎の意
向であった。

設置したカメラの支柱に防犯カメラ作動中
という看板がつけてあるので、犯罪の抑止
効果があるのでは・・・・。

カメラの設置場所は、ほぼ公共の敷地に限
られるので、増設していくが場所的な制限
がある。

地域の危険箇所に防
犯カメラを設置する
ことにより、犯罪の
発生を未然に防ぐ効
果を期待する

危機管理課
安全防災事業費

緊急通報装置管理事
業

1 電気使用料 1 緊急通報装置の電気代を賄う。 通報装置の機能維持のための電気料金 同上 犯罪の抑止効果

緊急通報装置の運用
が、今後犯罪の抑止
効果に繋がることを
期待する。

危機管理課
安全防災事業費

ハザードマップ作成
事業

250 補助金   250

五月丘地域のハザードマップを
作成し、住民の危機管理意識を
高め、校区の安全対策に努め
る。

池田市が全戸に配っている防災マップによ
り、五月丘地域では土砂災害に対しての心
の準備をしている。

五月丘地域だけの土砂災害以外の交通危険
箇所、ポスト設置場所、避難場所など住民
の利便性を顧慮したマップを作成した。

家の中に掲示しやすいＡ３サイズで作成し
ているが、効果は把握していない。

池田市の防災マップと併用して、役立てて
欲しいと願っているが、仕舞い込まれる心
配がある。

地域を熟知する協議
会によるハザード
マップの作成によ
り、今後万が一災害
が発生した時減災に
つながることを期待
する。

危機管理課
安全防災事業費

地域防災訓練強化事
業

50 補助金  　50

防災意識向上のため、ポスター
の製作と地域をはじめ隣接地域
と合同で防災訓練や勉強会を実
施する。

地域住民の防災意識向上のために地域内３
自主防災組織が合同で総合防災訓練を行
う。

毎年の継続事業 参加人数は増加傾向にある。
池田市が実施しつつある避難所訓練を３防
災組織の合同訓練に取り入れることが必要
ある。

校区内の自主防災組
織が合同で防災訓練
を実施することによ
り、地域の連帯が生
まれ、今後万が一災
害が発生した時減災
につながることを期
待する。

危機管理課
安全防災事業費

電動自転車安全パト
ロール事業

792
修繕料　 542
器具費   205
補助金    45

坂道の多い五月丘地域内で、地
域住民の協力を得て、安全パト
ロールを実施し、犯罪の抑制を
図る。
電動自転車（２台）と保管用上
屋を整備する。

電動自転車２台は小学校が保管場所となっ
ているが、本校舎南壁面に雨を避けるよう
に保管している。

１台増設することになり、本格的な自転車
置き場を本校舎北側に設置した。

自転車置き場を新設することにより、管理
面は充実したが、学校が保管場所である関
係もあって、子どもの安全に気を配りなが
らの先生の利用が多い。

無職の会員の高齢化が進み、電動自転車に
よる定期的なパトロールが難しくなってい
る。

今後ともパトロール
活動の強化に努めて
いただきたい。

危機管理課
安全防災事業費

イベント運営事業 150 補助金   150

地域交流や地域活性化などに重
点を置き、地域住民参加型のイ
ベントを行う。ポスター作成と
設営備品を備える。

カブトムシ飼育講習会以外にコミュニティ
としての企画はなく、イベント用の備品の
ない。

先々のイベント開催に備えて、とりあえず
テントを一張購入した。また、最近途絶え
ていたスポーツ振興会主催のグランドゴル
フの支援をした。

購入したテントは、カブトムシ里親講習会
や図書館祭りにコミュニティカフェを出張
オープンしたときなど大いに役立った。

これから企画使用としている大きなイベン
トにはテントを含めイベント備品を取り揃
える必要がある。

今後必要に応じての
備品整備を検討し、
更なる地域活性の一
助となるよう期待す
る。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

盆踊り大会支援事業 96 補助金    96

地域団体が実施する、盆踊り大
会の運営にかかる経費の一部
（会場運営用電気設備他）を支
援する。

地域にとって数少ない恒例のイベントであ
り、参加者も年々増加傾向にある。

昨年に引き続き照明設備などの更新を行っ
ており、雰囲気的には、以前より明るい環
境の盆踊りとなった。

年々設備がわずかながらも更新されて、そ
のせいもあって参加者が増えている。

自前で太鼓を持ち、子どもが太鼓を叩ける
ようになれば、他地域に負けない盆踊りに
なる。会場である学校の電源容量から照明
のＬＥＤ化が必要

地域のつながりや地
域活性に寄与してい
るといえる。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

「ポイ捨て禁止」看
板設置事業

100 修繕料　　100
道路、公園及び河川沿い等に啓
発看板を設置する。

市役所の各所管が各々作成し、設置されて
いたが、本格的なものは無く、汚れたり、
風化したものが大半で効果は疑問である。

長期間耐えうる素材を使って、市の罰則文
言も明示したものを作成し、学校や河川の
柵、公園に設置した。

今までより目に付きやすい作りになってお
り、それなりの効果はあると考える。

特になし。場合によっては、再度作成する
こともある。

まちの美化活動に積
極的に取り組まれて
いる。住民自身の手
で啓発活動を行うこ
とで、住民全体の環
境意識向上に繋がっ
ている。

環境にやさしい課
環境衛生事業

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
められたものを総会

で決定する。

市担当課の評価

コミュニティサロン
を開催し、活動のＰ
Ｒ等に努めるととも
に、実施した事業の
評価と見直しが適切
に行われていると感

じる。

事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
市の総合評価事　業　名

予算額（千円）
概      要 実施前の状況 実施後の状況
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まちなみ花いっぱい
整備事業

50 補助金　   50
小・中学校関係者とともに協働
で地域の人々が花を育て、花を
通じて人々の心を豊かにする。

小学校３年生が春には花壇へ花苗を移植
し、秋には花芽を育て、育った花苗を花壇
に移植したり、保育所、幼稚園などの団体
に贈呈する。

３年生の授業の一環になっている継続事
業。

育てた花の命を大切にするという気持ちを
子どもたちに植え付ける。ＰＴＡも参加
し、地域コミュニティのＰＲにもなってい
る。

毎年やっていることは同じでマンネリ化し
ているが、３年生のカリキュラムのひとつ
なので仕方がないか。

学校で花を植え育て
ることによって、地
域住民が緑化に関心
を持つきっかけとな
る。また、生徒と地
域住民の交流の場と
もなる。

環境をまもる課
環境衛生事業費

ＡＥＤ管理事業 67 消耗品費   67
使用期限が切れるパッド（３台
分）の交換等を行う。

五月丘会館、ビューグランデ池田五月丘、
セブン・イレブンのＡＥＤを設置してい
る。

設置３個所のパッドの使用期限がきた為に
業者による取り替え作業を行った。

いつでも使える状態にすることが肝心であ
る。

いざという時にうまく使えるか不安な面が
ある。

引き続き、ＡＥＤ設
置・管理要領に基づ
き、維持管理、救命
講習の実施に努めて
いただきたい。

健康増進課
保健福祉事業費

交通安全注意喚起事
業

54 補助金　  54

通行が多い五月丘小学校付近
に、安全確認標識を設置し、ド
ライバーの安全意識の向上を図
る。

五月丘小学校区の６か所で下校時の児童の
安全を確保するためにＰＴＡがポイント立
ちを行っていたが、交代制で行うため見守
りポイントがわからない人が続出し、混乱
を招いていた。

６か所の見守りポイントに看板を設置し、
見守りポイントが明確になることにより、
混乱なくポイント立ちができるようになっ
た。

見守り活動を行っている旨の看板設置によ
り、見守りポイントが誰にでもわかるよう
になったと同時に犯罪抑止の効果が期待で
きる。

特になし

見守りポイントの共
有により円滑な交通
安全活動が実施がな
され、ドライバー、
歩行者の双方に安全
啓発を行うことがで
きた。

交通・総務課
土木事業費

昆虫育成等講習会実
施事業

818
修繕料　　600
補助金　  218

五月山をカブトムシ等昆虫が生
息できる環境整備を行う。昆虫
を育成するための親子ふれあい
講座を開催及び昆虫育成場の散
策コース案内板を設置する。

前年度に設置した６箇所カブトムシ産卵場
の腐葉土の入れ替え、補充作業を行うとと
もに塩塚公園に１箇所産卵場を増設した。

産卵効果の見込める４箇所について腐葉土
の入れ替え、補充を行った。コミュニティ
サロンのイベントとしてカブトムシ里親講
習会を行った。

カブトムシ里親講習会はカブトムシ配布が
久しぶりということもって親子での参加者
が多数あった。

産卵場の腐葉土の入れ替え、補充はその効
果が目に見えないため、今後再考の必要が
ある。

カブトムシ産卵場の
整備費が当初予定よ
り費用がかからな
かったため、戻入が
多かった。今後は、
適切な予算提案をし
なければならない。

みずとみどりの課
土木事業費

公園整備事業 1,500 請負費　1,500

地域のふれあい拠点となる茶臼
山公園に健康遊具の設置と山之
手公園に時計設置を行い、個々
の特色を活かした整備を行う。

地域のふれあいの場である茶臼山公園と山
の手公園に時計を、又茶臼山公園には健康
遊具を設置する。

地域内の４公園すべてに時計が設置され、
また山の手公園を除く３公園には健康遊具
が完備された。

地域内のすべての公園に時計が設置され、
子どもが親との約束の時間までに帰宅でき
る環境ができた。

健康遊具が有効に使用されるＰＲが必要。

健康遊具の設置によ
り、高齢者をはじめ
とした利用者の増加
が期待され、また時
計の設置により子ど
も達の帰宅時間等が
容易に確認できるよ
うになった。

みずとみどりの課
土木事業費

街路灯強化事業 351
電気使用料  3
請負費    348

夜間の事故や犯罪を未然に防ぐ
ため、街路灯の照度強化を行
う。

五月丘５丁目山の家西側斜面下の道路は人
通りが少なく、街路灯の間隔も広かったの
で夜間は不安に思いながら通行していた。

街路灯と街路灯の間の一番暗い箇所に設置
した。

通る人は少ないが、道路が明るくなり、感
謝されている。

街路灯の整備も一段落で、これをもって完
了とする。

街路灯の新設によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

168 行事報償金 168

地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。地域コ
ミュニティ意識の高揚に努め
る。

スポーツ振興会が教育委員会の行事報償金
で市民運動会を主催しているが、地域コ
ミュニティが予算枠を計上して支援してい
る。

大会がより盛り上がるよう地域コミュニ
ティの予算枠を前年より大きくして支援し
た。継続事業であり、運営実態は変わらな
い。

参加人数は年々増えている。地域にとって
は数少ないイベントの一つ、地域住民の触
れ合いの場として積極的に協力していく。

特になし。

五月丘スポーツ振興
会が中心となり実行
委員会を組織し開催
する。多くの住民が
参加し交流を深め
た。

生涯学習推進課
教育事業費

計 6,188 事業提案限度額　8,731千円　　次年度繰越金額　2,543千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

石橋南地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

251 補助金 251

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

地域コミュニティ推進協議会の活動内容等
を地域住民にＰＲするため、地域コミュニ
ティ紙を発行する。

地域コミュニティ紙を各戸配布によりコ
ミュニティの活動の理解が深まる。

地域コミュニティの活動の理解が高まって
きている。
地域コミュニティの活動に参加したいと言
う人が出て来ている。

今後もコミュニティ紙をカラー刷りにする
ことで、読みやすく、解りやすく、親しん
でもらえる、コミュニティ紙にしたい。
平成25年度からコミュニティ紙編成メン
バーを増やしより良いコミュニティ紙に取
り組むことにした。

今後も継続して発行
し、より一層の広報
活動に活用された
い。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

ハザードマップ作成
事業

250 補助金 250

石橋南地域版ハザードマップの
作成により、災害時における避
難場所の確認など地域住民が安
全対策を再確認する機会とし、
不測の事態に備える。

石橋南地域版ハザードマップの作成によ
り、災害時における避難場所に確認など地
域住民が安全対策を再確認する機会として
不測の事態に備える資料が少なかった。

地図を見て必要な物や分かりやすく、見る
ことの出来るマップとなっている。

現在は、防災訓練時にマップを利用して効
果を発揮している。

利用価値が大きければ数年後に再版を考え
ている。

地域を熟知する協議
会によるハザード
マップの作成によ
り、今後万が一災害
が発生した時減災に
つながることを期待
する。

危機管理課
安全防災事業費

防犯カメラ維持管理
事業

167
電気使用料30
設備保守点検委託料
137

校区に設置した防犯カメラの維
持管理を行う。引き続き地域内
の犯罪の抑止と住民の安全・安
心な生活環境を確保する。

校区内設置されているカメラの維持管理を
行い、犯罪の抑止と子供の安全、安心の確
保を図る。

校区内における犯罪が多く昨年に続き本年
も、設置後防犯カメラの開示要請があり、
警察、防犯カメラ運営委員会で模索研究す
る。
増設に伴い維持管理の負担が大きくなる。

開示要請は無いほうがよいが、目的が達成
でき、設置の稼動に意味深いものがあっ
た。

防犯カメラ設置の操作方法を、短時間で開
示できるよう運営委員会で模索研究する。
増設に伴い維持管理費の負担が大きくな
る。

防犯カメラの運用
が、犯罪の抑制に繋
がっているとの声が
あり、適切な管理に
よる今後の犯罪抑制
に繋がることを期待
する。

危機管理課
安全防災事業費

地域行事等活動推進
事業

130 補助金 130
地域で開催される行事等を主催
する団体に、活動推進に係る支
援を行う。

地域で開催される行事等を主催される団体
に、活動推進に係る補助を行う。(石橋ま
つり)

地域で開催される行事に補助金として支援
する。

地域だけの行事(祭り)でなく、池田市全域
にわたる伝統行事となっている。

地域で開催される行事が、親睦と人の交流
との中にあって、安全対策が必要である。

毎年恒例行事として
地域のにぎわい創造
の一助となってお
り。更なる発展を期
待したい。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

石橋駅前アーケード
看板維持管理事業

30 光熱水費 30

石橋駅前に設置したアーケード
看板に常時照明をつけることに
より駅利用者等の視認性を高め
る。

石橋駅界隈の通行者
の視認性を高めた。

地域活性課
地域活性化事業費

商店街地名・方向指
示タイル盤設置事業

1,608 請負費 1,608

商店街通路に地名・方向指示の
タイル盤を設置し、来街者の行
先案内表示等を行い、地域の活
性化と安心なまちづくりを構築
する。

阪急石橋駅西口の改札を出た先の、進行方
向が来訪者に地名や、方向を分かりやすく
して、地域の活性や安全な街づくりの必要
がある。

人の流れが良くなってきている。
路面に書かれているタイル盤を見て人の流
れがめだっている。

タイル盤の活字を常に鮮明にしておく必要
がある。

石橋駅の外来者に
とって、分かりやす
い道案内に資するこ
とができた。

地域活性課
地域活性化事業費

石橋南小学校西側用
水路利用扉設置事業

1,550 修繕料 1,550

用水路利用開閉扉及びはしごを
設置し、安全な作業環境を確保
する。また、水門を塗装するこ
とにより長期耐用を図る。

災害時に用水路の水を利用したいが用水路
には安全柵があるため水路内に入ることが
出来ない様になっている。

用水路の安全柵の４ヶ所に扉をつけ水路を
堰きとめ災害時にその水を利用できるよう
になった。

災害時に用水路の水利用がすばやく対応で
きる。

水路の堰きとめには、注意をしながらこう
どうすることが、大事です。

災害時に利用する用
水路の防火・防災用
水の取水のため、水
路柵を一部、門扉に
変更した。防災訓練
も実施しており、地
域の防災力向上に寄
与に繋がっていると
思われる。

みずとみどりの課
土木事業費

石橋前池公園電波時
計設置事業

200 修繕料  200
既設ポールに電波時計を取り付
け、来園者に時刻を知らせる。

石橋前池公園の利用者にとって時刻がわか
らない。

公園で遊ぶ児童や地域の人々のために、必
要である。

見やすい時計なので、時刻の判断よくわか
る。

時計に時刻を知らせる音楽が出る方が必要
になるのではと思う。

地域住民が時刻確認
することができ、帰
宅時間や約束時間の
参考となり、利便性
が向上している。

みずとみどりの課
土木事業費

道路安全対策事業 2,610 請負費  2,610

旧西国街道及び神田石橋線の一
部にグリーンベルト歩行帯を設
けることにより、歩行者・運転
者の安全意識の向上を図る。
バス、自動車の通行道路で歩行
者の交通危険度が高いところで
ある。

旧西国街道の歩行者の交通安全を守る為
に、必要な道路である。
歩行者・運転者の安全意識良くなってい
る。

昨年に続き残り半分の事業です。
旧西国街道の歩行者の安全のためグリーン
ベルト歩行帯を作る。
車の運転手の安全意識が変わった。
グリーンベルトをひくことで車の通行にも
歩行者意識が高くなってきている。

グリーンベルトをひくことにより車の走行
に注意力が変わった。
歩行者や自転車の通行にも安全意識が高
まった。
周辺道路の清掃活動と巡回点検が必要。

舗装工事された時グリーンベルトが消され
る必要がある学童通学道路の狭い所が多い
ので、その対策を考えるべきと思う。

歩行者の通行帯確保
による安全意識の向
上及び通行車両への
運転マナーの向上に
一定の効果があった
と考えている。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の向上に努める。

地域のスポーツ振興会等が開催する事業を
支援する。スポーツ意識の向上につとめ
る。

校区で開催される市民レクリエーション大
会の運営費の補助を行う。

地域住民の健康づくりと、交流の深め楽し
い憩いの場とする。

地域住民の多くの人々参加が望まれる。

スポーツ推進委員が
中心となり実行委員
会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

計

市の総合評価

各部会でまとめられ
たものを協議会で決

定する。

駅前を地域内に含む
特性から、防犯や安
全に関する事業を多
く実施されている。
今後も地域の特性と
ニーズに沿った事業
の実施を期待する。

実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
市担当課の評価事　業　名

予算額（千円）
概      要

7,096 事業提案限度額　8,802千円　次年度繰越金額　1,706千円



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

鉢塚・緑丘地区コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

50 交付金　50
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

200 補助金 200

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

例年、当コミュニティ推進協議会の提案事
業、地域のイベント、防災キャンペーン等
の内容で4000部を発行し、校区内の全戸配
布を実施している。

24年度は、花しょうぶ祭りでの野点、緑丘
2丁目公園のリニューアル、一部通学路の
グリーンベルト化、ワクワクどきどき探検
隊、星座観察会、オオクワガタムシ育成講
習会、音楽の宝石箱、水月児童文化セン
ター前でのミニコンサートとフリーマー
ケット等の当コミュニティ推進協議会の提
案事業の紹介のほか、交通安全や防災キャ
ンペーンなどを報じたＨＡＭＩＣを3回(毎
回4千部)発行し、地域の全戸に配布した。

花しょうぶ祭りでの野点では、ＨＡＭＩＣ
に印刷された高齢者招待券を利用された方
が数十名あった。

今後とも地域密着型の記事を報道し、地域
分権の普及及び地域活性化の一助とする。

広報紙に様々なアイ
デアを盛り込みＰＲ
されている。今後も
継続を期待します。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域イベント
開催事業

650 補助金  650

移動動物園と野だての会を開催
し、花しょうぶ祭りを来園者に
楽しんでいただく。また、水月
児童文化センター前をいこいの
広場として定着させコンサート
やフリーマーケットを開催す
る。

1)23年度は、当コミュニティ推進協議会と
水月茶の湯の会で野点を復活させ、多くの
方に楽しんでもらうことができた。
2)移動動物園では、毎年実施しており、好
評を得ている。
3)水月児童文化センター前の広場を、人々
の交流の場とするため、野外ステージやテ
ラスを整備した。

1)24年度は、約1200名の来園者に野点を楽
しんでもらうことが出来た。また、地域の
高齢者にとっても憩いの場となった。ま
た、水月茶の湯の会の指導の下、約20名の
地域住民がスタッフとして参加することが
出来た。
2)移動動物園では多くの未就学児童が小動
物との触れ合いを楽しんでいた。
3)水月児童文化センター前に完成した野外
ステージを活用し、幼児向けのミニコン
サートを開催し、同時に有志を募りフリー
マーケットを実施した。

1)幼児から高齢者まで幅広い年齢層が楽し
める地域イベントとなった。

1)地域のイベントを今後も活性化するた
め、これらの事業を継続させることが必要
である。
2)野点については、さらに多くの地元住民
がスタッフとなり、運営を支えていく体制
を構築する必要がある。

野点・ふれあい動物
園ともに盛況で、多
大な集客効果があっ
た。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

ＡＥＤ管理事業 170 消耗品費　170
使用期限が切れるバッテリー
（２台）パッド（３台）の交換
等を行う。

1)以下の３箇所に設置したＡＥＤ部品の使
用期限切れに伴う交換が必要であった。
鉢塚会館(成人用パッド)、アルビス緑丘
(成人用パッド、小児用パッド、バッテ
リー)、水月児童文化センター(成人用パッ
ド、小児用パッド、バッテリー)

1)予定通り交換を実施した。 1)ＡＥＤの健全性を回復した。 1)期限管理を確実に行う。

引き続き、ＡＥＤ設
置・管理要領に基づ
き、維持管理、救命
講習の実施に努めて
いただきたい。

健康増進課
保健福祉事業費

公園施設改修事業 4,229 請負費 4,229
緑丘２丁目公園施設の改修と健
康器具の設置を行う。

緑丘2丁目公園は、遊具の老朽化が激しい
上、水はけや美観も悪い状況であった。ま
た、就学前の子どもの利用が多いにかかわ
らず、幼児向けの遊具が少なかった。

第一段階として、旧式の遊具を撤去し、水
はけを改良した。また、花壇を設置し、明
るい公園に回収した。更に、付近の住民有
志が、清掃グループを作り活動を開始し
た。

公園全体が明るい雰囲気となった。
第二段階として、新しい遊具を設置する。
また、他地域の公園についても、検討を進
める必要がある。

老朽化していた公園
内の施設を改修する
ことで、入りやす
く、使いやすい公園
となった。

みずとみどりの課
土木事業費

昆虫育成講習会実施
事業

460 補助金  460
親子で参加するオオクワガタの
飼育講習会を開催し、自然環境
の保持と昆虫の成育を学ぶ。

1)例年、カブトムシ育成講習会を開催し、
生命の大切さ・生命を育むことの素晴らし
さを伝えてきた。

1)本年はオオクワガタムシ育成講習会を特
定非営利活動法人ＮＰＯクワガタ探検隊に
委託し年3回実施した結果、毎回50組約130
名の参加者があった。

1)未就学児童から小学生までが、オオクワ
ガタムシ育成講習会を楽しむと共に、生命
の大切さを学んだ。また、講習会を通じて
親子のコミュニケーションが活発に行われ
た。

1)受付時の混雑解消等、事業運営の円滑化
を図る。

昆虫を飼育すること
で生き物とふれあ
い、自然学習すると
ともに親子や地域と
のコミュニケーショ
ンの場となってい
る。

みずとみどりの課
土木事業費

道路安全対策事業 2,000 請負費 2,000
グリーンベルト歩道帯を設ける
ことにより、歩行者・運転者の
安全意識の向上に努める。

1)業務スーパー前の道路は、緑丘小学校の
通学路であるが、白線で輔車道の境界を示
しているのみのため危険な状態であった。

1)業務スーパー前の道路が、舗道としてわ
かりやすくなった。

1)舗道帯をグリーンベルト化したため、特
に通行人とすれ違う際、車両がスピードを
落とすケースが増えたようである。

1)業務スーパー前の駐輪が常態化している
ため、その部分だけは危険な状態が続いて
いる。その結果、通学路としては機能して
いないのが現状である。粘り強く当該事業
者に、駐輪場の確保を要請する必要があ
る。

歩行者の通行帯確保
による安全意識の向
上及び通行車両への
運転マナーの向上に
一定の効果があった
と考えている。

道路課
土木事業費

ふれあい講習会開催
事業

500 補助金  500

星座観察会を通じて親と子のふ
れあいの場を提供する。子ども
たちに、本格的な音楽に接する
機会をつくるためのイベント
「音楽の宝石箱」を開催する。

1)例年、夏は体育館でのイベントと天体望
遠鏡による星座観察、冬はプラネタリウム
と天体望遠鏡による星座観察を行ってき
た。
2)地域イベントの「ふれあいフェスティバ
ル」の午後の部として音楽の宝石箱を企画
し、大阪音楽大学の協力を得て実施してき
た。

1）屋外での星座観察に加え、体育館での
スライドショーや紙飛行機飛ばし大会また
プラネタリウムを親子参加型で開催した。
3）今回は、関西を代表するオペラ歌手の
生の歌声楽しんだほか、歌手の指導の下、
参加している子ども達を含め全員で第九を
ドイツ語で大合唱した。

1）未就学児童から保護者まで幅広い年齢層
の参加者延べ310名が楽しめる教育イベント
となった。
2）約140名の参加者が、プロの迫力ある歌
声を堪能した。また、親子に馴染みのある
楽曲の合唱を楽しんだ。アンケートでも、
来年の開催を要望する声が多かった。

1）地域の児童科学教育として、本事業を
継続させることが必要である。
2）今後も、子供から高齢者まで幅広い年
齢層が楽しめる内容とする。また、参加者
の更なる増加を図る。

毎年実施の「星空観
察会・音楽会」を年
毎に趣をかえて実施
していることが評価
できる。

生涯学習推進課
教育事業費

ふるさと再発見講座
開催事業

330 補助金  330

わが町に愛着、誇りが持てるよ
うに池田の歴史や自然を再発見
する講座を開催し、同時に親子
ふれあいと地域住民のコミュニ
ケーションを図る。

1）池田について学ぶのは、小学3年生以降
の授業の中であるが、実地に現場へ出かけ
る機会は限られている。
2）空港見学を取り入れてから、応募が、
募集定員の３～４倍に急増しているため抽
選を行っているが、附属小の児童数が緑丘
小の約2倍のため、緑丘小の当選者が数が
少なかった。

1）本年も昨年同様、募集定員の約3倍の応
募があったが、抽選方式を改め、各校の定
員の1/2づつを割り当てる事とした。
2）本年も企画段階および実施段階の両面
で、緑丘小・附属小の教員の協力を得るこ
とができた。

1）児童の日常会話の中で、大阪空港や整備
工場等「ふるさと池田探検隊」で訪問した
場所について語られていることから、一定
度の効果があったと思われる。
2）空港見学は、依然として多くの関心を集
めている。

1）空港見学は、平日でしか実施できない
ため、夏休み期間中の事業としているが、
学校行事と重ならないよう留意しながら、
今後もできるだけ実施回数を増やしたい。

池田市内の施設見学
は見識を広めること
となり評価できる。

生涯学習推進課
教育事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金  200

地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。地域コ
ミュニティ意識の高揚に努め
る。

1）例年、地域住民が気軽にスポーツに親
しむ機会となるよう、また、住民の体力・
健康づくりの場となるよう、緑丘小グラン
ドにて運動会を開催している。

1）本年度も。鉢塚・緑丘地区コミュニ
ティ推進協議会の支援事業として開催し、
多数の参加者を得た。

1)子供から高齢者まで幅広い年齢層の参加
者が楽しめ、かつ体力と健康づくりの地域
イベントとなった。

1)地域のスポーツイベントとして、本事業
を継続させることが必要である。

スポーツ推進委員が
中心となり実行委員
会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

計

事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
市の総合評価 市担当課の評価事　業　名

予算額（千円）
概      要

8,789 事業提案限度額　8,810千円　次年度繰越額　21千円

各部会でまとめられ
たものを役員会で決

定する。

実施前の状況 実施後の状況

ふるさと再発見事業
や花しょうぶ祭りな
ど多くの集客がある
事業を実施されてい
る。今後も地域住民
の意見を集約し効果
的な事業を実施され

たい。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

神田地域コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ紙
等発行事業

500 補助金 500

地域コミュニテイ推進協議会の
活動内容等を広く地域住民にPR
するため、地域コミュニテイ紙
を全戸に配布する。

事務費予算の範囲内で年1回発行。（白黒
印刷）

カラー刷りの広報紙を、年3回地域内全戸
配布できた。（22年度以降継続）

各種地域内団体の活動紹介をとりあげるこ
たができ、回数もふえたので地域への活動
内容のＰＲができた。

新規協議会メンバー・安全パトロールボラ
ンティアをけいぞくして広報紙で募集を続
けることが必要。

広報紙でのＰＲを通
じて、協議会活動が
より一層活発になる
ことを期待します。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域内会館備品
整備事業

5,020 庁用器具費 5,020

地域内会館の備品の備品の軽量
化で利用者の利便を図るため、
会議用机・椅子の入れ替えを行
う。

地域内会館の机・椅子等が旧式で重く、高
齢者等が準備に苦労していた。

机についてはキャスター付きの折りたたみ
式に変更、一部会館では合わせて椅子も軽
量なものに取替を実施した。

高齢者等の机椅子等の準備作業が大幅に軽
減された。

椅子の軽量化がすんでいない会館につい
て、必要性の検討が必要。（費用帯効果の
見極めが必要）

会館利用の実情に合
わせ備品等を整備さ
れた。今後も会館を
有効に活用された
い。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

安全パトロール実施
事業

70 補助金 70
地域の安全・安心の向上に応え
るため、パトロール隊が電動自
転車でパトロールを行う。

ＰＴＡによる登校時の見守り活動は通学路
を中心に実施されていたが、下校時を含め
校区全体の安全パトロール体制がなかっ
た。Ｈ20年度からパトロールを開始するこ
とになった。

電動自転車による安全パトロール体制がで
き、ボランティアを中心に下校時の校区安
全パトロールが実施された。（平成21年1
月以降）
平成23年度につづき、継続実施できた。

安全パトロールによる直接の目に付く効果
は無いが、地域住民に少しづつパトロール
実施が認識されてきて、防犯意識の向上に
役立っている。
電動自転車3台追加購入し、小柄な人でも参
加できるようになった。

ボランティア人員の確保・増員(現状15名)
が必要。

今後ともパトロール
活動の強化に努めて
いただきたい。

危機管理課
安全防災事業費

自主防災会資機材整
備事業

880 機械器具費 880
自主防災会の財源の関係で、炊
き出し用の「煮炊きレンジ」が
なかった。

組み立て式の煮炊きレンジを購入、自主防
災会の備品倉庫に保管している。

防災体制の強化に繋がった。24年10月の防
災訓練で展示、25年3月には住民を集めて
の炊き出し訓練を実施した。

自主防災会の資機材については、継続して
必要なものを検討する必要がある。

地域内の防災備品を
適切に配備・管理す
ることができ、万が
一の際に適切な利用
されることを期待す
る。

危機管理課
安全防災事業費

地域行事等活動促進
事業

200 補助金 200
地域で開催される盆踊り等の行
事を支援し、コミュニティ意識
の高揚を図る。

神田小学校区盆踊り大会が、地域の寄付・
市からの定額支援で実施されており、出店
等の収益で予算不足をカバーしていた。

市からの定額支援より多くの金額の支援が
できた。

地域行事の活性化が図れた。 毎年、助成必要金額の検証が必要。
地域の発展に寄与し
ており、更なる交流
が期待される。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

神田東公園整地事業 30 補助金　30
地域の交流の場を設けるため、
公園用の土を購入し利用者が整
地する。

雨水の流れ込み等で、路面に凹凸が目立っ
ていた。

整地用の土を購入し、路面の整地を実施し
た。

老人会を中心とした地域交流の場として活
用されている。

追加購入の必要性をチェックすることが必
要。

公園内の広場に、真
砂土を敷き均し、整
地をおこなうこと
で、使いやすさが向
上した。

みずとみどりの課
土木事業費

水路転落防止看板設
置事業

50 補助金　50
水路の危険箇所に、水路転落防
止対策の看板を設置する。

農業用水路に転落防止柵がない箇所が多
い。(ＰＴＡアンケート調査でも指摘)

平成20年度申請で未実施箇所の防護柵設置
がすべて完了。24年度は追加で、水路の危
険箇所１か所に注意喚起の看板を設置し
た。

実施した場所については水路等への転落の
危険は減少した。

道路側溝の深い箇所への対策の検討が必
要。(通学路の危険場所を中心に側溝に蓋
を設置する等）

水路柵に転落注意啓
発看板を設置するこ
とで、子どもたちに
危険な場所であると
いうことを認識させ
ることが出来てい
る。

みずとみどりの課
土木事業費

街路灯強化事業 24 電気使用料　24
夜間の事故や犯罪を未然に防ぐ
ため、既存の街路灯の照明を維
持する。

街路灯不足・照度不足が多く指摘されてい
た。(放火事件発生を受けた自主防災会・
消防団による夜間パトロールで指摘)

20年度に町会・自治会からの要望のあった
ものを中心に、街路灯新設・照度アップを
実施、校区内の夜間が明るくなった。

校区内の夜間が明るくなったことにより、
放火等への牽制効果が出ていると思われ
る。

町会・自治会組織の無い地域の街路灯強化
が必要。
継続して街路灯設置要望を受け付けるよう
ＰＲも必要。
農地隣接の場所等に設置する場合は、高
さ・向き等の調整が必要。
私有地に設置の場合地主の承諾書が必要と
なったが、地主をどのように調査するか検
討が必要。

街路灯の新設によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金  200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の高揚に努める。

神田小学校住民運動会が、地域の寄付・市
からの定額支援で実施されており、予算不
足を盆踊り収益等でカバーしていた。

市からの定額支援より多くの金額の支援が
できた。

地域行事の活性化が図れた。 毎年、助成必要金額の検証が必要。

神田スポーツ振興会
が中心となり実行委
員会を組織し開催す
る。多くの住民が参
加し交流を深めた。

生涯学習推進課
教育事業費

学校体育館施設開放
支援事業

900
器具費　350
補助金　550

学校体育施設開放事業に対して
運動用備品等を購入し、活動の
充実を図る。

運動用備品の消耗・老朽化が目立ってい
た。

バトミントンネットの支柱ほか不足備品を
購入した。

体育館施設開放活動がより充実したものに
なった。

消耗品的な備品については定期的に必要性
のチェックが必要。

道具の有効活用・管
理の徹底を望む。

生涯学習推進課
教育事業費

キッズランド用備品
購入事業

150 消耗品費　150
キッズランド用備品を充実させ
る。事業内容の拡充と参加者の
増加を図る。

キッズランドのパソコン教室用備品が不足
し、十分な活動ができなかった。

パソコン教室として必要なトナー、用紙類
を支援することにした。

パソコン教室事業の充実及び参加者の増加
が図れた。

毎年、助成必要金額の検証が必要。備品購
入必要金額の検証が必要。

「キッズランド」の
パソコン教室に必要
なプリンター用イン
クや用紙は、参加者
の活動に必要不可欠
な物品であり、活動
の充実や参加者の増
加につながってお
り、有効な事業とし
て評価できる。

教育センター
教育事業費

計

市の総合評価 市担当課の評価

各部会からの報告を
受け、役員会でまと
められたものを総会

で決定する。

事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
事　業　名

予算額（千円）
概      要

8,124 事業提案限度額　11,536千円　次年度繰越金額　3,412円

実施前の状況 実施後の状況

地域内会館を利用し
やすい会館とするた
め、利用者のニーズ
把握に努められてい
る。今後もより一層
の意見集約を期待す

る。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

伏尾台コミュニティ推進協議会
所　管　課

説明 科 目（目）

地域コミュニティ推
進協議会事務事業

100 交付金　100
協議会の運営上必要な庶務的経
費の他、地域住民への啓発及び
周知に係る事務費。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

地域コミュニティ推
進協議会拠点運営事
業

50 補助金　50
地域住民への協議会活動及び地
域分権のＰＲを目的として協議
会活動の運営を行う。

コミュニティ推進協議会の活動拠点として
事務所設置を行った。伏尾台周回道路沿い
で西公園南側と目立つ場所に看板と掲示板
を設置して広報を行い、これを維持してい
る。

事務所設置後に、協議会の役員会議を定期
的に開催している。また、地域の「防災・
防犯委員会」の活動拠点として、会議開催
の他、年末の防犯防火の巡回拠点として活
用してもらっている。さらに、地域内に季
節毎の花を植える活動を行う社協の「花の
会」の活動拠点として利用してもらってい
る。

伏尾台地域に入ってすぐの目立つ立地条件
のもと、コミュニティ推進協議会はもとよ
り、防災・防犯委員会並びに社協の花の会
の活動拠点として、それぞれ活用されてい
る。Wｅｂでのグーグル地図にも｢伏尾台コ
ミュニティ推進協議会」と表記され、その
ストリートビューには黄色い看板が目立っ
ている。

建築後30年以上経過している簡易型の建物
であることから、雨漏りや結露が著しく、
書類の保管ができず、いわゆる事務所とし
ての機能を発揮させることができないた
め、会議開催程度のかつようしかできな
い。特に屋根の損傷が進行してさらにひど
く漏るようになってきた。

コミュニティの拠点
事務所として使用さ
れている。

みずとみどりの課
土木事業費

地域掲示板改修事業 325 修繕料  325
地域内に設置された掲示板
（８ヶ所）を改修、撤去し、景
観と利便性の向上を図る。

伏尾台の各丁目毎の自治会ではそれぞれ複
数箇所に設置されている掲示板を活用して
会員への情報伝達を行っているが、掲示板
自体の老朽化あるいは放置されりようされ
ていないものがある旨の報告が、本協議会
の「まちなみチェック委員会」からあっ
た。そこで自治会連合会へ掲示板の使用の
実態報告を要請した。
各自治会からの調査報告により、3か所の
掲示板の撤去、5か所の掲示板の修正を行
うこととなった。

人通りの頻度等から設置並びに掲示効果が
少ないと見られる3か所では、老朽化した
掲示板を撤去した。
人通りの頻度等から設置並びに掲示効果が
高いと見られる5か所の老朽化した掲示板
を改修し、管理得責任者を明示するため、
協議会名を表記した。

撤去した箇所では、景観がすこぶる向上し
たとの評価を近隣住民から戴いた。
改修した掲示板箇所では、掲示物の貼り付
け作業性の向上はもちろん、雨水の影響も
軽減されるため、視認性が向上し長期間の
掲示が可能になった。

改修した掲示板に管理責任者の協議会名を
記載したため、各丁目の自治会が使用して
よいのか否かの疑義が生じるとの指摘が
あったため、平成26年度で各自治会名を記
載したい。
平成24年度では、バス周回道路を除く地域
の掲示板を対象としていたが、バス周回道
路の停留所に設置されている掲示板の使用
頻度が高く、20年以上経過している板面の
損傷が激しいので、それらの改修を望む声
が高い。

掲示板を設置するこ
とにより地域内の広
報活動に大きく寄与
することを期待す
る。

地域分権・協働課
コミュニティ推進事
業費

安全パトロール
実施事業

450

修繕料　60
保険料　22
自動車重量税 9
補助金  359

地域安全パトロールを実施し、
地域の安全・安心の向上に応え
る。

実施前は小学校の登校時に、主に民生委員
等による見守りがあった。平成20年9月よ
り実施し、当初小学校の登校時を中心に、
平成20年は1回1時間、1日6回のパトロール
からスタートし、平成21年より1日4回に組
み直して実施した。

本年度は、小学校の曜日ごと、学生ごとの
下校時刻の違いに応じてより細かくパト
ロールスケジュールの見直しを行い、小学
校の登校日に、1回1時間、1日2～3回のパ
トロールを実施した。

朝のパトロール時には、小学生に挨拶の声
掛けを積極的に行ってきた結果。中高生、
出勤の人まで挨拶を交わすことができるよ
うになり、さらにこの挨拶が大人同士も浸
透して、近隣の目が空き巣等の防止につな
がり、防犯カメラ事業との相乗効果もあ
り、ここ4年連続して空き巣犯罪“０”を更
新できている。

毎年10名前後の隊員の入れ替わりがあるこ
と、さらに隊員が増員しても乗務希望の曜
日と時間が重複することが多く、一方、夕
刻以降の乗務希望者が減少して、運行スケ
ジュールを組むことが事務担当者の大きな
負担となっている。
隊員は実施者証を携帯しなければならない
が、2年毎の更新講習会の開催手配と、新
入隊員への受講手配、保険加入申込み等が
増加し事務担当者の負担が増大してきた。

日々の地道な活動の
成果により、小学校
区内でパトロールの
認知が高まってきて
いる。今後ともパト
ロール活動の強化に
努めていただきた
い。

危機管理課
安全防災事業費

防犯カメラ設置事業 2,000

電気使用料    42
保守点検委託料28
請負費　1,139
補助金　791

防犯カメラの増設を行い、空き
巣等の犯罪抑制を図る。また既
存の防犯カメラの保守管理を実
施する。

H22年度、伏尾台地域は出入りできる道路
が国道側と川西側の南北の2か所しかない
特殊性を利用し、その2か所を通過する車
の全てを撮影できるように2台ずつの防犯
カメラを設置した。また、同時に第2コミ
セン南側と細河中学校の南側交差点にダ
ミーの防犯カメラを設置するため、ポール
を立設した。

第2コミセン南側と細河中学校の南側交差
点に立設していた防犯カメラ用のポール
に、各2台ずつの防犯カメラを設置した。
先に設置した伏尾台地域への出入口である
南北2か所の2台ずつの防犯カメラとを併せ
て8台が設置され、地域に出入りする車両
はいずれかのカメラにもれなく撮影され得
る状況となった。

各防犯カメラとレコーダーはメンテナンス
されて地域に出入りする車両の画像を良好
に記録でき、また、警察の捜査にも活用さ
れている。同時に実施している安全パト
ロール事業での青パトロール車の巡回、地
域内の防災防犯委員会並びに自治会の防犯
活動と相まって、4年連続して空き巣事件
“０”を更新できている。

これまでに、池田署より捜査のため記録開
示の要請が5件あった。市危機管理課と協
議会の委員会立会いのもと開示した。しか
し、現場での立会い者は日時や天候にかか
わらずに長時間を強いて負担が大きく、Ｓ
Ｄ式のように記録媒体を取出し、屋内でＰ
Ｃ似て記録開示できる形式が望ましい。防
犯カメラの設置並びにその維持に対して、
住民の認知度は上がり、新たに北高校周辺
に増設を望む声がある。

適切な管理による今
後の犯罪抑制に繋が
ることを期待する。
防犯カメラ本体にお
いても一部劣化が確
認できるため、今後
の維持管理が重要に
なってくるものと考
える

危機管理課
安全防災事業費

防犯防災啓発事業 300
機械器具費 200
補助金　   100

年末の防災訓練用発電機と巡回
パトロールを啓発するための用
品を購入し、地域住民の防犯･
防災意識を高める。

防災・防犯委員会は、自治会連合会より配
分される50円×1350戸の予算で運営される
が、毎年の戸数減で運営費が厳しい状況に
あった。毎年12月の総合防災訓練での費用
も毎年参加人数が300名を超えるため嵩む
が、自治会からの配分予算では厳しい状況
である。また、自治会主催の夏祭りでは、
会場周辺の交通整理と警備を請け負い、毎
回70人過の委員が時間差で参加するが、よ
り安全に歩行者を誘導できるように、通行
止め区間における照明等が確保されること
が望ましい。

ガスボンベによる発電機2台を導入でき、
自治会主催の夏祭りに際して、全く街灯が
ない2か所で投光器を点灯して交通整理を
行うことができた。又、青色パトロール車
も夕刻より1回50分で4回のパトロールを実
施した。12月2日(日)の総合防災訓練に
は、補助金を訓練活動の諸費用に活用する
ことで、約350名の住民が参加して7項目の
訓練を行った。

自治会主催の夏祭りでの通行止め区間の始
終端箇所での夜間照明を確保でき、安全に
交通整理が実施できた。自治会からの配分
予算の増額が困難な中、総合防災訓練での
必要経費を補助金で賄うことができ、350名
を超える住民に訓練を受けてもらうことが
できた。

夏祭りでの通行止め区間の始終端箇所での
夜間照明が確保されたが、駐車場入口とな
る小学校裏門、北高等学校においても夜間
照明が確保されることが望ましい。総合防
災訓練時の引率リーダーの養成のために、
独自の教育カリキュラムとして、人と防災
未来センターや各種防災施設の見学会を開
催したいとの要望があった。

防災訓練を実施する
ことで、今後万が一
災害が発生した時減
災につながることを
期待するとともに、
防災備品の適切な管
理・運用を行い、万
が一の際に利用でき
ることを期待する。

危機管理課
安全防災事業費

地域行事等活動促進
事業

250 補助金 250
地域の夏祭り開催費用の一部を
支援する。行事を通して、住民
間の交流拡大に努める。

自治会連合会が主催する夏祭りは、各丁目
の自治会の会員数に応じた分担金で運営さ
れるが、会員数の減少化が進む自治会が増
える中、総額を抑えても予算配分に苦慮し
ている状況にあった。夏祭りの一環として
子供会が行う御神輿巡行の費用を自治会連
合会が負担し、同様にこの予算化について
も困難になってきたいる。

自治会連合会は、盆踊りを行うための予算
を、本補助金で充填することができ、又、
子供会では本補助金で子供御神輿巡行を行
うこと雅でき、その結果、自治会連合会で
は子供御神輿巡行の負担金もなくなり、予
算を圧迫することなく、例年通りの夏祭り
を開催することができた。

地域住民の高齢化と少子化が進む中でも、
伏尾台にも多くの子供が住んでいるなと感
じられ、地域へ帰省中の若い親子連れも目
立つとの印象を持ち、開催して本当に良
かったと、夏祭り実行委員会のメンバーが
それぞれ口にするほど、盛況な夏祭りと
なった。

自治会連合会では、毎年入れ替わる班長、
役員で実行委員会を組織して夏祭りを開催
し、これが相応の負担で、自治会脱会の主
因となっているので、開催経験のある固定
的な人員で構成される実行委員会が組織さ
れることを希望する声が多い。また、子供
会の入会には家庭が自治会員であることが
求められ、年々入会する子供が減少し、両
者が減少の悪循環となっている。

地域の発展に寄与し
ており、更なる交流
が期待される。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

伏尾台地域活性化事
業

250 補助金 250
地域住民を対象としたミニコン
サートなどのイベントを実施し
地域の活性化を図る。

伏尾台センターは、バス停ロータリーがあ
り、マンションとその1階に商店街、夢の
広場と称されるマンションに挟まれる公
園、そして第1コミセンが隣接されてお
り、地域の最盛期には大変なにぎわいが
あった。しかし、現在では、閉じられた商
店のシャッターが散見される寂しい所と
なった。

伏尾台センターにかつてのにぎわいをと、
住民が楽しめるコンサートとして4回の
「ふしおだい山びこフェスタ」を夢の広場
公園、第1コミセン大集会室で開催した。
5月26日「フリーマーケットと吹奏楽そし
てジャズコンサート」
6月30日「バロック音楽の夕べ」
11月17日「ボーカルコンサート」
3月9日「落語の会」

開催参加を参加人数(1時間毎の最大ピーク
人数)で評価する。
5月26日フリーマーケット200人、吹奏楽
100人、ジャズ180人
6月30日雨天で室内、「バロック音楽の夕
べ」110人
11月17日雨天で室内、「ボーカルコンサー
ト」75人
3月9日室内で開催「落語の会」120人(満
席）

１回あたり平均100人以上の動員が多いか
少ないかは評価が困難ではあるが、毎回参
加者にアンケート調査を、年齢、参加動
機、参加回数、意見要望を記入する方式で
行った。その結果、参加者は異口同音に伏
尾台で音楽や落語が楽しめて良かったと言
い、今後も継続要望が多かった。しかし、
ボランティアスタッフを集めるが少なく、
次年度は開催の内容、方法を吟味検討しな
ければならない。

参加者へアンケート
を取り次回へつなげ
る姿勢は評価でき
る。今後、さらに地
域を盛り上げるイベ
ントとして発展する
ことが期待される。

観光・ふれあい課
地域活性化事業費

関係者の意見を参考
にして、役員会でま

とめる。

市の総合評価 市担当課の評価実施前の状況 実施後の状況 事業の効果 今後の課題等
協議会における

評価方法
事　業　名

予算額（千円）
概      要

地域特性を取り入
れ、幅広い分野での
事業が行われてい

る。今後も地域特性
と地域住民の意見集
約により効果的な事
業の実施を期待す

る。



地域コミュニティ推進協議会事業評価表（平成２４年度執行）

ＡＥＤ管理事業 69 消耗品費　69

地域に設置されたＡＥＤのバッ
テリーと電極パッド（２台分）
の使用期限到来に伴い、購入す
る。

4年前に阪急バス車庫事務所、伏尾台セン
ターコープ店舗内に設置した。これまで使
用されたことがないが、緊急時に備えてメ
ンテナンスが必要である。

阪急バス車庫事務所に設置したＡＥＤで、
使用期限が迫った電池を交換し、使用可能
な状態を維持した。なお、伏尾台センター
コープ店舗内に設置したＡＥＤで、使用期
限が迫ったパッドを交換し、使用可能な状
態を維持した。

午前10時から午後10時まで開店している
コープ店舗内と、24時間常駐されている阪
急バス車庫の事務所に、ＡＥＤが使用可能
な状態で常備されることになった。

地域住民へのＡＥＤ設置場所の周知徹底を
図ること。毎年12月に、総合防災訓練で使
用体験を実施しているが、別途、使用訓練
の機会を設けること。定期的に設置状態の
確認を行うこと。

引き続き、ＡＥＤ設
置・管理要領に基づ
き、維持管理、救命
講習の実施に努めて
いただきたい。

健康増進課
保健福祉事業費

子育て支援環境整備
事業

80 補助金 80

幼児をもつ母親の子育て環境の
改善とコミュニケーションの場
づくりを行うため、用品等の拡
充を図る。

平成22年度に伏尾台第1コミュニティセン
ター内の一室を使用し、幼児向けの備品を
整備し、乳幼児を育てる母親に気軽に集ま
れる場所として提供し、これを運営する子
育て支援グループを立ち上げた。その後も
毎週、部屋が開設される日時を決めて、無
料登録制で参加者を募集する方法で運営し
ている。

幼児向け備品に加え、さらに体重計や遊具
などの乳児用備品を整備し、さらに手ふき
等の消耗品も整備した結果、気楽に集い親
子共に遊び開放感を持てる部屋を維持でき
た。この部屋を卒業して、就園児となった
親子へのサポートとして、卒業生の集いを
開き、交流が途切れないよう務めている。
登録された親子は、50組、ボランティアは
10名である。

整備した「ほっとルームフレンズ」で親交
を深めた親子同士がお互いの家や公園に集
い、グループで遠出できるようになり、子
供と純粋に向き合い遊ぶ時間が持てる人間
関係が築けるようになるなどの、初期目的
である、密室育児で子育てストレスを溜め
てしまうことを防止できる環境を整備維持
できている。

新たな未就園児の親子への広報活動並びに
新規登録等の事務処理、さらに就園児と
なった親子らとの交流、相談で訪れる母親
への支援等を考えると、支援者の当番制を
確立する制度が必要である共に、支援者が
常駐できる常設の子育て支援の専用の部屋
が、第1または第2コミセンに必要である。

子育て世帯が少ない
地域であるが、丁寧
なかかわりとつなが
りで子育ての身近な
居場所となってい
る。

子育て支援課
保健福祉事業費

公園整備事業 582 修繕料  582
伏尾台中央公園内にベンチ（５
台）を設置し、利用者の快適性
の向上を図る。

伏尾台の中央公園は、平成23年度予算でリ
ニューアル工事が実施され、協議会からも
高齢者用運道具並びに幼児用の遊具の整備
を要望していた通りに改装され、アンケー
ト調査の結果どおりに幼児と高齢者の利用
が従来より増加していることが確認でき
た。リニューアル工事の際に、砂場周辺の
ベンチの設置と幼児用スプリング遊具の設
置が要望されていたが、予算の都合で実現
できていない。

中央公園のリニューアル工事で、子供用エ
リアに新たに設置された砂場の周囲にベン
チを2台、幼児用スプリング遊具2機を追加
設置した。

中央公園のリニューアル工事で、子供用エ
リアに新たに設置されてその利用者も増え
た砂場ではあったが、その周囲には、子供
を遊ばせる親が座るところもなかった。今
回ベンチが設置されたことと、幼児が座っ
て遊べるスプリング遊具の設置とが相まっ
て、スプリング遊具の順番待ちができるこ
ほど、利用者が増大した。

協議会の子育て支援事業の担当者グループ
が、子供や親たちの意見を聞いて、子育て
支援の視線で必要か不用か、便利か不便か
を検討し提案する公園整備事業であるが、
伏尾台には大小21か所の公園があり、要望
が多岐に亘るため、各整備要件に必要性と
妥当性から優先順位を付けることに苦労し
ている。

公園の利用者ニーズ
に応えるため、伏尾
台中央公園にスプリ
ング遊具１基とベン
チ３基を設置し、多
くの人に利用されて
いる。

みずとみどりの課
土木事業費

街路灯強化事業 1,000
電気使用料　20
請負費　　 980

街路灯の充実を図り、夜間の事
故や犯罪を未然に防ぐ。

伏尾台地域が完成してから25年以上を経過
して、地域内に夜道の暗い箇所が散見され
るという意見が多かったため、平成22年度
より計画的に街路灯に優先順位を付けて年
度ごとに順次照度アップを図ってきた。

協議会内に委員会を立ち上げて、照度アッ
プが必要な箇所、新設が必要な箇所を、そ
れぞれ地域住民がリストアップし、これに
優先順位を付けて、予算内に収まるように
1丁目から5丁目まで均等に割り振りを行
い、蛍光官機器の交換並びに街路灯の新設
を7月に実施した。

当初、小学校の通学路として指定されてい
る道路沿いや遊歩道については、ほぼ一定
の照度アップが2年で完成したため、雨天の
下校時、日暮れが早い冬の季節で、とても
明るくなったとの感想を多く聞く、その一
方で、相対的に暗く感じる箇所があるとの
指摘があったが、本年度で街区に必要とさ
れる照度アップはほぼ完成した。毎年の街
路灯委員会での照度の検討が街並みの
チェックを行うきっかけになり、地域の
種々問題をより深く検討することができ
た。

現在の街区に必要とされる照度アップはほ
ぼ完成したものと思われ、これ以上の照度
アップは費用対効果が飽和状態となるので
必要ないと考えられる。今後は街区の照明
器具の経時経年変化等に注視して、定期的
なチェックを行っていきたい。

街路灯の新設によ
り、地域内の夜間交
通の安全確保が図ら
れている。

道路課
土木事業費

市民レクリエーショ
ン大会事業

200 行事報償金 200
地域のスポーツ振興会等が開催
する事業を支援する。スポーツ
意識の高揚に努める。

伏尾台校区住民がスポーツに親しみ気軽に
参加できる機会を設け、幼児から高齢者ま
で楽しみ交流を深めて地域の活性化を図る
目的で、伏尾台校区市民レクリエーション
大会実行委員会を組織し、自治会連合会の
協賛のもと、伏尾台大運動会を行ってき
た。各自治会の組織率の低下にともない、
自治会からの参加者並びに協賛金も大きく
低下している。

自治会協賛金の低下を補う形の補助金とし
て、必要な運営費用を賄うことが可能にな
り、参加者の高齢化と運動量の減量化を求
める意見を考慮して、例年のプログラムを
一部変更した結果、多くの住民が参加して
大いに楽しめるスポーツ大会を開催でき
た。

実行委員会並びに自治会連合会の役員、ス
タッフともに運営が積極的に行われ、ま
た、各自治会の参加者募集の努力の結果、
例年同様に参加者があり、盛況な運動会で
あった。

自治会連合会から実行委員会へは、盛況な
運動会が開催できたことを喜ぶが、他方、
参加者の高齢化並びに運動量の減量化を求
める意見が出され、現在の丁目毎のチーム
編成やプログラムの大幅な見直しの申入れ
があった。幼児から高齢者までスポーツを
楽しみ交流を深めて地域の活性化を図る初
期目的に立ち返り、参加人数を考慮した紅
白対抗形式など、従前とは異なる別形態の
運動会を模索していく必要がある。

伏尾台スポーツ振興
会が中心となり実行
委員会を組織し開催
する。多くの住民が
参加し交流を深め
た。

生涯学習推進課
教育事業費

計

合　計　

5,656 事業提案限度額　13,486千円　次年度繰越金額　7,737千円

86,964千円 事業提案限度額　107,103千円　次年度繰越金額　20,046千円


